
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報 ２０１8
№ 611

２

１月７日に開かれた、村消防団出初め式。
ラッパの音色が消防団の士気を高めました。

（関連記事は20㌻）
主
な
内
容

●  納税相談会について ������������� ２㌻
●  教育のつどいを開催 ������������� ４㌻
●  NPO 法人体験村・たのはたネットワーク10 周年 � ５㌻
●  新しい教育長が就任 ������������� 18㌻

ラ
ッ
パ
の
音
色

高
ら
か
に
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■申告相談所開設日程
月　日 　対象地区 　場　所 受付時間

２月５日㈪ 　田野畑 　役場村民談話室 ９:00～15:00 ※1

６日㈫
　北　山 　地区総合センター ９:00～11:30

　　机 　拓心館 13:00～15:30

７日㈬ 　和　野 　地区公民館 ９:00～11:30

８日㈭ 　島　越 　島越地区コミュニティセンター ９:00～15:00 ※1

９日㈮ 　黎明台団地 　黎明台団地集会所 ９:00～11:30

13日㈫
　西和野・菅窪 　アズビィ楽習センター

９:00～15:30 ※1

14日㈬ ９:00～11:30

16日㈮ 　羅　賀 　羅賀地区コミュニティセンター ９:00～15:30 ※1

19日㈪ 　拓洋台団地 　拓洋台団地集会所 ９:00～11:30

20日㈫
　七　滝 　創心館 ９:00～11:30

　猿　山 　地区集会所 13:00～15:30

22日㈭
　巣　合 　地区公民館 ９:00～11:30

　池　名 　地区公民館 13:00～14:30

23日㈮
　浜岩泉 　地区公民館 ９:00～11:30

　真木沢 　地区公民館 13:00～15:30

26日㈪
　尾肝要 　尾肝要地区コミュニティセンター ９:00～11:30

　板　橋 　地区公民館 13:00～14:30

27日㈫
　切　牛 　望洋館 ９:00～11:30

　大　芦 　大芦集会所 13:00～15:30

３月１日㈭
　田代・萩牛 　地区公民館 ９:00～11:30

　千　丈 　地区公民館 13:00～14:30

２日㈮
　甲　地 　地区公民館 ９:00～11:30

　沼　袋 　青雲館 13:00～15:30

５日㈪ 　明　戸 　地区公民館 ９:00～14:30 ※1

７日㈬

　全地区 　役場村民談話室 ９:00～15:30 ※1

８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬

15日㈭ 　全地区 　役場村民談話室 ９:00～15:00 ※1

※1　12:00～13:00は受け付けを行いません

　申告に必要なもの
□ 村・県民税申告書、または所得税の確定申告書
□印鑑
□ １年間の収支を記入した所得内訳書と関係する

伝票、領収書、証明書など（自営業者）
□源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）
□ 支払証明書（社会保険料、国民年金保険料、生

命保険料、地震保険料など）
□ 医療費の領収書、または証明書（医療費控除を

受ける人。事前に支払合計額を計算してから申
告してください）

□ 預貯金通帳など口座番号が分かるもの（所得税
の還付を受ける人。本人名義の口座に限ります）

□ マイナンバーカードなど、個人番号を確認でき
るものの写し

　※�マイナンバーカードを持っていない人は、番
号確認書類（マイナンバー通知カード、マイ
ナンバーが記載されている住民票など）と身
元確認書類（運転免許証、公的医療保険の被
保険者証、身体障害者手帳など）の写しを１
種類ずつ持参してください

申
告
が
必
要
な
人

　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
田
野
畑
村
に

住
所
が
あ
る
人
は
村
・
県
民
税
の
申
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

次
の
❶
、
❷
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

❶
29
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

　
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

❷ 

29
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

し
た
人

　
給
与
所
得
者
で
、
職
場
か
ら
源
泉
徴
収
票

を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
も
、
▼
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
な
い
人
▼
給
与
以
外
に
漁
業
、
農

業
、
不
動
産
、
土
地
の
譲
渡
な
ど
の
収
入
が

あ
る
人
―
は
申
告
が
必
要
。
そ
の
他
、
医
療

費
控
除
を
受
け
る
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　
村
・
県
民
税
の
申
告
書
用
紙
は
、
▼
税
務

署
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
届
い
て
い
る
人

▼
給
与
か
ら
村
・
県
民
税
が
差
し
引
か
れ
て

い
る
人
で
昨
年
の
申
告
で
給
与
以
外
に
所
得

が
な
か
っ
た
人
▼
収
入
が
年
金
収
入
の
み
と

思
わ
れ
る
人
―
に
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
や
年
金
所
得
以
外
の
収
入
が

あ
っ
た
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
書

用
紙
は
会
場
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
注
意
点

　
還
付
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

紛
失
し
た
人
は
、
職
場
か
ら
再
発
行
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
や
漁
業
な
ど
の
所
得
は「
収
支
計
算
」

で
計
算
し
ま
す
。
収
入
と
支
出
の
証
明
書
類

が
な
い
と
実
際
の
所
得
よ
り
も
多
く
計
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
支
の
分
か
る
資

料
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
は
、
源
泉

２月５日㈪から３月15日㈭まで

税の申告相談期間です

徴
収
票
と
年
末
残
高
証
明
書
が
必
要
で
す
。

初
め
て
控
除
申
告
す
る
人
は
、
事
前
に
担
当

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
区
巡
回
期
間
中
は
、
役
場
に
税
務
担
当

職
員
が
不
在
の
た
め
、
役
場
で
の
申
告
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
地
区
で
申
告
を

し
た
い
人
は
、
必
ず
前
日
ま
で
に
担
当
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
最
後
の
３
日
間
は
毎
年
、
大
変

混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
不
明
な
点
は
気
軽
に
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課
（
☎
34

－

２
１
１
２
　
内
線
32
）

　

平
成
29
年
分
所
得
税
、
平
成
30
年
度
村
・

県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
の
申
告
受
け

付
け
を
２
月
５
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で

行
い
ま
す
。
申
告
を
忘
れ
る
と
、
各
種
税
証

明
書
が
発
行
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
軽
減
判
定
が
正
し
く
で
き
な

か
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申告は

お早めに
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平成29年度田野畑村教育のつどい

 教育振興運動と
     教育の重要性を確認

平成29年度田野畑村教育振興運動表彰者

　
平
成
29
年
度
田
野
畑
村
教
育
の
つ
ど

い
は
１
月
21
日
、
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
小
中
学
生
の
保
護
者
や
教
職

員
な
ど
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
講
演

な
ど
を
通
し
て
教
育
振
興
運
動
と
教
育

の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
　

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
、
羅
賀
地
区
の
小
学
生
に
よ
る
大
宮

神
楽
。大
人
顔
負
け
の
迫
力
あ
る
舞
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
長
年
教
育
振
興
運
動

に
功
績
の
あ
っ
た
鍬
形
定
男
さ
ん
と
遠

藤
誠
治
さ
ん
に
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
、「
学
校
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、

小
学
生
の
農
業
体
験
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
、

育
て
る
事
の
大
切
さ
や
大
変
さ
、
収
穫

10th Anniversary of Taikenmura Tanohata Network
し
て
食
べ
る
う
れ
し
さ
、
そ
し
て
、
食

べ
物
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
事

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
栄

誉
を
励
み
と
し
、
今
後
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
の
後
に
行
わ
れ
た
講
演
会
で

は
、「
田
野
畑
の
子
ど
も
た
ち
へ
」
と

題
し
て
遠
野
市
立
遠
野
小
学
校
の
坂
下

明あ
き

洋ひ
ろ

校
長
が
登
壇
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
子
ど
も
の
学
力
の
関
係
な
ど
を
説
明

し
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
に

負
け
な
い
ワ
ク
ワ
ク
す
る
環
境
を
作
る

の
が
大
人
の
責
任
で
は
な
い
か
」
と
提

言
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
教
育
振
興

運
動
を
通
じ
て
、
村
に
ど
の
よ
う
な
資

源
が
あ
る
か
と
い
う
事
を
再
確
認
し
、

そ
の
資
源
に
誇
り
を
持
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　長年にわたり、
田野畑小の農業体
験活動に貢献

　長年にわたり、
田野畑小の農業体
験活動に貢献

鍬形 定
さだ

男
お

さん
田野畑・78 歳

【功労賞・個人】 【功労賞・個人】

遠藤 誠
せい

治
じ

さん
田野畑・68 歳

羅賀地区小学生の大宮神楽

表彰を受ける鍬形定男さん

講演をする坂下明洋遠野小学校長

NPO 法人体験村・たのはたネットワーク 10 周年

体験型観光への挑戦
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設
立
か
ら
10
年
。
節
目
を
祝
う

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
楠
田
拓た
く

郎ろ
う

理
事
長
）

の
設
立
10
周
年
記
念
祝
賀
会
が
１
月
12

日
、ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、
石
原
弘
村
長
や
工
藤

求
村
議
会
議
長
、
宮
古
振
興
セ
ン
タ
ー

の
吉
田
真し
ん

二じ

所
長
、
久
慈
ふ
る
さ
と
体

験
学
習
協
会
の
下
館
満み
つ

吉よ
し

会
長
、
村
の

産
業
団
体
、
ガ
イ
ド
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
関
係
者
41
人
が
集
ま
り
、
10
年
の
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
楠
田

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
（
次
㌻
に
掲
載
）。

石
原
村
長
は
「
昨
年
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
再
認
定
調
査
が
あ
り
、
調
査
員
か

ら
、
体
験
村
と
地
域
の
皆
さ
ん
、
村
が

　
前
身
の
体
験
村
・
た
の
は
た
推
進
協

議
会
が
平
成
15
年
に
発
足
し
、
20
年
１

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
受
け
て
か

ら
、
は
や
10
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

10
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
私
が
11
年

前
に
田
野
畑
村
に
移
住
し
て
か
ら
の
出

来
事
と
す
っ
か
り
重
な
り
ま
す
。

　
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
、
当
時
の

上
司
で
あ
る
佐
藤
辰
男
さ
ん
・
渡
辺
謙

克
さ
ん
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
観

光
、
ガ
イ
ド
業
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

な
っ
て
か
ら
も
、
道
合
勇
一
前
理
事
長

を
は
じ
め
、
サ
ッ
パ
船
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
、
田
野
畑
村
を
は

じ
め
岩
手
県
や
三
陸
鉄
道
、
宮
古
市
か

ら
久
慈
市
を
中
心
と
し
た
行
政
や
観
光

関
係
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
つ

つ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
成
長
し
て
こ
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
体
験
交
流
型
の
民
泊
に
も
取
り
組

み
、
さ
ら
に
多
く
の
村
民
の
方
々
と
の

交
流
が
始
ま
っ
た
23
年
３
月
11
日
に
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。私
は
、

机
浜
で
津
波
か
ら
逃
げ
、
机
浜
番
屋
群

が
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時

に
、
正
直
も
う
実
家
に
帰
る
し
か
な
い

の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
サ
ッ
パ
船
長
た
ち
が
中
古

船
を
求
め
下
北
半
島
ま
で
足
を
伸
ば

し
、
少
し
ず
つ
住
民
の
皆
さ
ん
が
前
を

向
き
、
新
た
に
大
津
波
語
り
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
り
、
民
泊
家
庭
も
含
め
地

域
の
協
力
を
得
な
が
ら
震
災
後
の
観
光

に
取
り
組
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
震
災
後
は
、
あ
ま
ち
ゃ
ん
ブ
ー
ム
が

あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
勢
い
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
台
風
10
号
を
は

じ
め
と
す
る
天
候
不
順
・
海
況
不
良
に

よ
り
、
こ
こ
数
年
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
思
う
よ
う
に
実
施
で
き
な
い
苦
し
い

時
期
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
た
時
に
ま
た

一
段
上
の
組
織
に
な
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
信
じ
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
塩
作
り

体
験
や
番
屋
の
塩
の
販
売
な
ど
も
少
し

ず
つ
で
す
が
取
り
組
ん
で
い
る
所
で
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か

体
験
村
・
た
の
は
た

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
村
内
の
団
体
と
住

民
参
加
に
よ
る
公
益
的
な
民
間
団
体
と

し
て
平
成
20
年
１
月
16
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
認
証
を
受
け
、
同
年
４
月
１
日
に

前
身
の
「
体
験
村
・
た
の
は
た
推
進
協

議
会
」
か
ら
現
在
の
名
称
に
変
更
し
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、「
番
屋
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

自
然
・
漁
村
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
や
教
育
旅
行
と
民
泊
の
受
け
入
れ

な
ど
の
自
主
事
業
の
展
開
、
体
験
交
流

の
推
進
や
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
の
各

種
事
業
の
受
託
が
中
心
で
す
。

　
体
験
村
で
は
、
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
な
ど
、
沿
岸
部
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
の
ほ
か
、
甲
地
や
田
代
地

区
な
ど
で
の
、
里
山
渓
流
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ

シ
ジ
ミ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
観
察
会
、
村

の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
思
案
坂
や
辞
職

坂
を
歩
く
歴
史
街
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
地
域
の
住
民
や
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
山
間
部
で
の
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
津
波
語
り
部
に
よ
る
震
災

の
伝
承
活
動
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
や

漁
師
番
屋
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
、
小
中
学

生
へ
の
村
の
歴
史
や
文
化
の
伝
承
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
村
の
役
割
は
、
単
に
住
民
ガ
イ

ド
を
手
配
し
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光

客
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
上
げ
る
こ
と
や
安
全
と
品
質
の

維
持
。
一
般
の
観
光
客
や
旅
行
会
社
、

学
校
や
団
体
へ
の
売
り
込
み
、
村
の
総

合
観
光
案
内
所
と
し
て
村
外
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
。
今
で
は
旅
行
業

の
認
可
を
得
た
こ
と
で
、
旅
行
商
品
の

企
画
や
提
案
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現在の苦境を乗り越え、一段階上の組織に――
ＮＰＯ法人体験村・たのはたネットワーク楠田拓

たく

郎
ろう

理事長

■体験村・たのはたの主な受賞歴
　19年度　　元気なコミュニティ１００選（岩手県）
　　　　　　エコツーリズム大賞　特別賞（環境省関連）
　20年度　　オーライ！　ニッポン大賞　審査委員会長賞（農林水産省関連）
　22年度　　グリーンツーリズム大賞　優秀賞（毎日新聞社主催）
　　　　　　地域再生大賞　優秀賞　（共同通信社主催）
　23年度　　ＪＴＢ交流文化賞　最優秀賞（㈱ジェイティービー）
　　　　　　オーライ！　ニッポン大賞　フレンドシップ大賞（農林水産省関連）
　25年度　　地域づくり総務大臣表彰　団体表彰（総務省）

一
体
と
な
り
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
称

賛
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
調
査
で
本
村
を
訪
れ
た
調
査
員
に

小
学
生
が
『
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学
習
は
、

地
層
か
ら
時
代
の
変
化
を
学
ぶ
事
が
で

き
て
す
ご
く
楽
し
い
』
と
話
し
た
そ
う

で
す
。村
の
子
ど
も
た
ち
に
、ジ
オ
パ
ー

ク
や
村
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
機
会
が

与
え
ら
れ
、
体
験
村
の
活
動
が
き
ち
ん

と
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
地
域
全
体
、

村
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
験
村
と
地

域
、
行
政
が
連
携
し
て
、
魅
力
あ
る
村

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鏡
開
き
、
工
藤
議
長
の
発

声
で
乾
杯
、
10
年
間
の
活
動
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
、
今
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
り
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
、
10
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

祝辞を述べる石原弘村長

節目を祝い乾杯する参加者の皆さん昨年、田代地区で開催したウオーキング

７年間続いている里山ウオーキング

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年
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機
感
を
持
ち
、「
い
か
に
し
て
観
光
客
に

村
へ
の
滞
在
時
間
を
長
く
し
て
も
ら
う

か
」「
住
民
と
の
交
流
を
持
っ
て
も
ら
う

か
」、つ
ま
り
「
通
過
型
観
光
」
か
ら
「
滞

在
型
観
光
」へ
の
シ
フ
ト
を
図
る
た
め
に
、

村
・
教
育
委
員
会
・
産
業
団
体
・
宿
泊

施
設
・
個
人
会
員
な
ど
合
計
56
の
団
体

と
個
人
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
の
が
「
体

験
村
・
た
の
は
た
推
進
協
議
会
」
で
す
。

　
協
議
会
で
は
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
や
情
報
発
信
を
進
め
、
16
年
４

月
か
ら
は
21
種
類
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
ス
タ
ー
ト
。

翌
17
年
か
ら
は
、
漁
師
文
化
・
北
山
崎

な
ど
で
の
自
然
体
験
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
「
番
屋
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
し

て
新
た
な
展
開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
村
の
豊
か
な
自
然
と
生
活
や
文
化
を

「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
の
商
品
に
し
、
住
民
が
ガ
イ
ド
や
受

け
入
れ
家
庭
と
な
り
観
光
客
に
提
供
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
体
験
型
観
光
」
が
こ

う
し
て
歩
み
出
し
た
の
で
す
。

　
数
時
間
―
。
　
半
日
―
。
　
一
泊
―
。

通
過
か
ら

滞
在
・
体
験
へ

通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観
光
へ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
前
身
は
、
平
成
15
年

10
月
に
発
足
し
た
「
体
験
村
・
た
の
は

た
推
進
協
議
会
」
で
す
。

　
当
時
の
村
は
、
北
山
崎
と
鵜
の
巣
断

崖
に
、
多
く
の
観
光
客
や
修
学
旅
行
生

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
展
望
台
近
く
の
駐
車
場
で
バ
ス

や
車
を
降
り
、
展
望
台
か
ら
の
景
観
を

見
た
後
で
30
分
も
せ
ず
に
車
に
戻
っ
て

村
外
の
別
の
観
光
地
へ
向
か
う
と
い
う

「
通
過
型
観
光
」
で
し
た
。

　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
い
て
も
実
は
、
▼
短
い
滞
在

時
間
で
宿
泊
や
買
い
物
な
ど
の
消
費
の

機
会
が
少
な
く
、
村
へ
の
経
済
効
果
が

薄
い
▼
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
し
か
車
を
降

り
ず
、
住
民
と
の
交
流
が
な
い
▼
自
然

の
豊
か
さ
や
奥
深
さ
、
本
当
の
村
の
姿

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
―
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
村
は
、
こ
の
現
状
に
課
題
意
識
と
危

歴史
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観
光
客
に
少
し
で
も
長
く
村
に
滞
在

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
▼
飲
食
▼
宿
泊

▼
土
産
▼
タ
ク
シ
ー
▼
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
―
な
ど
の
形
で
村
内
の
事
業
者
や
住

民
に
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
　

　
ま
た
、
体
験
型
観
光
は
、
単
に
消
費

を
促
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
の
知
恵
や
技
術
を
生
か
し
、
ガ
イ
ド

や
指
導
者
と
し
て
活
躍
の
場
を
創
っ
た

り
、
他
の
地
域
か
ら
訪
れ
て
き
た
人
か

ら
逆
に
学
ん
だ
り
情
報
を
得
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

つ
な
が
り
や
村
へ
の
愛
着
か
ら
、
再
び

訪
れ
て
く
れ
る
人
も
増
え
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
の
農
山
漁
村

で
も
体
験
型
観
光
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
数

年
で
頓
挫
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
村
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、順
調
に
利
用
者
を
増
や
し
、

全
国
各
地
か
ら
視
察
が
訪
れ
る
な
ど
、

注
目
を
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
本
村
の
体
験
型
観
光
は

成
功
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

谷
な
ど
、
村
全
体
が
観
光
客
の
気
持
ち

や
好
奇
心
を
高
揚
さ
せ
る
絶
好
の
環
境

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
つ
目
は
、飾
り
や
偽
り
の
な
い「
ほ

ん
も
の
」
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ガ
イ
ド
役
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
農
林
水
産
業
に
携
わ
る
人
だ
け
で

は
な
く
、
伝
統
芸
能
を
守
る
人
、
家
庭

菜
園
や
地
域
活
動
を
し
て
い
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
そ

の
人
た
ち
の
日
常
が
、
村
の
生
活
を
映

し
出
し
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
を
例

に
と
る
と
、
直
前
ま
で
ワ
カ
メ
作
業
や

磯
漁
を
や
っ
て
い
て
船
内
に
海
藻
の
か

け
ら
が
引
っ
付
い
て
い
た
り
、
座
席
は

作
業
で
使
用
し
て
い
る
籠
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
船
長

は
、
ガ
イ
ド
に
漁
の
様
子
を
交
え
な
が

ら
、
漁
場
ま
で
の
岩
場
や
通
り
穴
を
抜

け
て
行
き
ま
す
。

　
漁
船
に
見
え
て
も
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
と

手
す
り
を
固
定
し
た
船
を
使
っ
て
遊
覧

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光

客
に
は
当
然
ど
ち
ら
が
「
ほ
ん
も
の
」

で
あ
る
か
は
っ
き
り
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
最
後
の
三
つ
目
は
、
こ
れ
ら
「
ほ
ん

も
の
」
を
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
形

に
し
て
提
供
す
る
組
織
の
「
体
験
村
」

を
住
民
と
行
政
な
ど
、
地
域
が
一
体
と

な
り
、
支
え
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

成
功
の
要
因
は

「
自
然
」「
ほ
ん
も
の
」「
地
域
一
体
」

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
体
験
型
観
光
の
舞

台
と
な
る
大
地
・
海
・
空
の
豊
か
さ
と

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
で
す
。
断
崖
絶
壁

の
海
岸
線
、
長
い
年
月
を
か
け
て
隆
起

し
た
大
地
と
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
深
い
渓

■体験プログラムの利用者数の推移（単位：人）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

サ ッ パ 船
アドベンチャーズ 342 411 651 2,704 3,898 4,454 4,880 1,056 3,395 6,133 6,214 3,089 1,758

トレッキングガイド 82 210 430 1,393 822 1,253 211 113 60 240 177 55 73

大 津 波 語 り 部 ― ― ― ― ― ― ― 3,071 5,124 4,595 1,203 510 400

番屋漁師ガイド ― ― 420 1,110 579 689 466 0 0 0 0 145 177

教 育 旅 行 の
体 験 メ ニ ュ ー ― ― ― ― ― ― 304 0 585 1,770 1,355 1,527 1,066

そ の 他 の
体 験 メ ニ ュ ー 10 41 462 732 569 1,602 699 53 671 408 740 1,435 1,232

合 計 434 662 1,963 5,939 5,868 7,998 6,560 4,293 9,835 13,146 9,689 6,761 4,706

※平成 22年度、東日本大震災発生

東日本大震災以前の机浜番屋群。平成 18 年に水産庁の「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財百選」に選ばれ、多くの人が訪れる体験型観光の拠点でした

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年
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机浜番屋群
　
机
漁
港
の
小
さ
な
入
り
江
に
、
昔
な
が

ら
の
風
景
を
残
す
机
浜
番
屋
群
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
平
成
27
年
１
月
か
ら
事
務
所
を
構

え
る
体
験
型
観
光
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
机
浜
番
屋
群
は
、
▼
総
合
案
内
施
設

「
ふ
れ
あ
い
番
屋
」
▼
郷
土
料
理
作
り

体
験
な
ど
を
行
う
「
食
体
験
番
屋
」
▼

大
学
や
地
元
青
年
会
の
活
動
で
使
用
さ

れ
る
「
学
び
の
番
屋
」
▼
昔
な
が
ら
の

製
法
で
作
る
「
塩
づ
く
り
番
屋
」
▼
観

光
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
拠
点
施
設
「
海
体
験

番
屋
」
▼
地
元
漁
師
が
利
用
す
る
「
漁

師
番
屋
」
―
な
ど
24
の
番
屋
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
前
の
机
浜
番
屋
群

は
、昭
和
８
年
の
「
昭
和
三
陸
大
津
波
」

後
に
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
自
然
の

木
や
浜
辺
の
石
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
に
は
、
水
産
庁
の
「
未
来

に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財

百
選
」
に
選
ば
れ
、
昔
な
が
ら
の
風
景

を
楽
し
み
に
訪
れ
る
観
光
客
と
地
域
住

民
の
交
流
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
全
て
の
番
屋
が
流

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
番
屋
群
の
再
生
を
目
指
し
、
同
年
７

月
に
、
地
域
住
民
と
体
験
村
・
た
の
は

た
、
村
が
連
携
し
「
机
浜
番
屋
群
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
全
国

の
皆
さ
ん
に
番
屋
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録

に
よ
る
支
援
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
番

屋
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
全
国
か
ら
90
人
の

会
員
登
録
が
あ
り
、
そ
の
他
に
民
間
企

業
や
団
体
な
ど
が
呼
び
掛
け
に
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
漁
村
文
化
再

生
に
向
け
、
再
生
の
姿
を
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
井
戸
や
番
屋
を
復
元
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
取
り
組
み
、

そ
の
後
、
復
興
交
付
金
事
業
の
採
択
を

得
て
、
平
成
27
年
４
月
に
以
前
の
面
影

を
復
元
す
る
形
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

拠点
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私
が
体
験
型
観
光
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
着
任
し
て
き
た
の
は
、
今
か
ら
12
年

前
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
サ
ッ
パ
船
な
ど
数

十
種
類
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
が
揃
っ
て
い
て
、「
体
験
村
・
た
の
は
た
」

は
、
村
が
し
っ
か
り
と
主
導
し
、
熱
い
志
の

あ
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
動
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
思
え
ば
、
歩
み
は
重
く
遅
く
て
も
、
観

光
振
興
の
変
革
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
た

こ
と
が
と
て
も
幸
い
で
し
た
。
実
は
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
時
間
や
労
力
が
一
番
大
変
だ

か
ら
で
す
。

　
当
時
は
、
旅
行
者
が
求
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
適
正
な
料
金
設
定
、
そ
し
て
Ｐ
Ｒ
や
旅
行

業
界
へ
の
売
り
込
み
方
が
分
か
ら
ず
必
死
に

も
が
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
伸
び
悩
ん

で
い
た
理
由
は
明
ら
か
で
、
私
が
着
任
前
に

勤
め
て
い
た
職
場
で
得
た
経
験
や
ア
イ
デ
ア

を
用
い
て
、
形
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
も
の
を

整
え
直
し
、
お
客
さ
ま
好
み
に
味
付
け
し
、

売
り
込
み
を
し
た
だ
け
で
成
果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た

の
も
、
私
の
よ
う
な
「
よ
そ
者
」
の
言
う
こ

と
に
耳
を
傾
け
「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、

騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
」
と
す

ぐ
に
行
動
に
移
し
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い

た
か
ら
で
す
。

　
慣
れ
な
い
ガ
イ
ド
役
を
買
っ
て
出
て
、

お
客
さ
ま
に
古
い
番
屋
の
中
や
使
い
古
し

た
道
具
を
説
明
し
た
り
、
魚
の
さ
ば
き
方

や
す
り
身
汁
の
作
り
方
を
指
導
し
始
め
た

り
。
浜
に
負
け
な
い
ぞ
と
ば
か
り
に
山
間

部
で
民
泊
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
つ
な

が
り
を
広
げ
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　「
よ
そ
者
に
や
ら
せ
て
お
け
」
で
は
な

く
、
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
何
が
必
要
か
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

く
れ
ま
し
た
。
外
か
ら
も
積
極
的
に
学
ぼ

う
と
研
修
や
視
察
に
行
っ
た
り
、
震
災
後

「
三
陸
観
光
の
復
興
の
の
ろ
し
を
田
野
畑

か
ら
あ・

・

・

・

・

げ
っ
ぺ
し
」
と
言
っ
て
語
り
合
っ

た
日
々
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
体
験
村
に
は
、
設
立
当
時

の
よ
う
な
ひ
た
向
き
さ
を
持
ち
「
現
状
に

甘
ん
じ
る
こ
と
の
な
く
、
常
に
学
び
、
挑

戦
す
る
こ
と
」
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
知
識
や
経
験
、
そ

し
て
技
術
を
持
つ
貴
重
な
人
材
や
村
の
将

来
を
思
い
意
欲
あ
る
若
者
の
体
験
型
観
光

へ
の
参
加
の
機
会
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

【Profile】昭和 40 年釜石市生
まれ。平成 11 年から新潟県
安塚町（現：上越市）のスキー
リゾート会社㈱キューピット
バレイで、ネイチャーガイド
や体験プログラムの企画開発
を 担 当。18 年 に 体 験 村・ た
のはた推進協議会へコーディ
ネーターとして着任。ガイド
の育成や体験プログラムの開
発を行う。20 年に村役場職員
として採用。政策推進課で観
光振興に携わり、29 年４月か
ら現職。

よそ者の言うことに耳を傾け、行動に移してくれた人たちがいた― 地元の皆さんとの交流やつながりを大切に―

【Profile】昭和 14 年普
代村生まれ。34 年田
野 畑 村 へ 移 住。 農 林
漁業などの一次産業に
従事。平成 15 年「体
験 村・ た の は た 推 進
協議会」 の副会長就
任。17 年 から同 会 長
を務める。20 年 NPO
法 人 体 験 村・ た の は
たネットワーク理事長
就任。以来 29 年 6 月
まで理事長を務める。

NPO法人
体験村・たのはたネットワーク

道合勇
ゆう

一
いち

副　　
理事長

産業振興課
６次産業化推進室

渡辺謙
のり

克
かつ

室
長

机浜番屋群再生プロジェクトの様子
㊤井戸の中にたまった、土砂の取り除く

㊦海岸から運んだ石を屋根に積む

「
体
験
村
・
た
の
は
た
」
に

深
く
関
わ
り
の
あ
る
２
人
に
聞
い
た

全国からの温かい支援を受けて、平成 27 年４月に復活した机浜番屋群

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
験
型

観
光
の
拠
点
施
設
だ
っ
た
机
浜
番
屋
群
が

流
失
し
、
サ
ッ
パ
船
も
ほ
と
ん
ど
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
や
村

外
の
皆
さ
ん
か
ら
励
ま
し
と
支
援
を
頂

き
、「
復
興
の
第
一
歩
と
し
て
、
被
災
地

の
元
気
な
姿
を
発
信
し
よ
う
」と
７
月
に
、

サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
を
再
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
に

は
、
震
災
の
体
験
を
後
世
に
伝
え
、
今
後

の
防
災
に
役
立
て
て
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
、県
内
で
初
の
「
大
津
波
語
り
部
」

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
数

も
１
０
０
件
を
越
え
、
た
く
さ
ん
の
人
に

体
験
村
に
関
わ
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
観
察
会
や
田
代
と
甲
地

地
区
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
山
間
部
で

の
観
光
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　
体
験
村
が
今
ま
で
活
動
し
て
来
れ
た
の

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
、
行

政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
験
村
に
た
く
さ
ん
の
人

に
関
わ
っ
て
頂
く
た
め
に
も
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
若
い
世
代
の
人
の
た
ち
に
体
験
村
を

作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　「
体
験
村
・
た
の
は
た
推
進
協
議
会
」

設
立
当
時
は
、
サ
ッ
パ
船
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
あ
っ
た
も
の
の
、
お
客
さ
ん
が
呼

べ
ず
、
試
行
錯
誤
す
る
毎
日
で
し
た
。

　
そ
ん
な
体
験
村
が
本
格
的
に
動
き
出
し

た
の
は
、
平
成
17
年
に
な
り
ま
す
。
藤
崎

達た
つ

也や

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

知
床
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
協
会
の
皆
さ
ん
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
着
任
し
た
渡

辺
謙
克
さ
ん
な
ど
、
体
験
型
観
光
の
知
識

を
持
っ
た
方
々
が
本
気
に
な
っ
て
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
ガ
イ
ド
や
情
報
発

信
の
仕
方
な
ど
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し

た
。

　
成
果
は
す
ぐ
に
現
れ
、
17
年
度
に

６
２
２
人
だ
っ
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
者
数
は
、
翌
18
年
度
に
は
、
約
３
倍

の
１
９
６
３
人
。
さ
ら
に
19
年
度
に
は

５
８
４
９
人
と
増
え
、机
浜
番
屋
群
に
は
、

大
型
バ
ス
も
た
く
さ
ん
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
視
察
に
訪
れ
る
人
も
増
え
て
い

き
ま
し
た
。

　
事
業
が
順
調
に
進
み
、
塩
づ
く
り
体
験

施
設
の
完
成
を
間
近
に
控
え
た
３
月
11

日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
ガ
イ
ド
や
お
客
さ
ま
に
人
的
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サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
。
今
ま
で
４
万
人
以
上
の
人
が

乗
船
し
た
、
体
験
村
・
た
の
は
た

の
一
番
人
気
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
漁
師
が
操
縦
す
る
小

船
「
サ
ッ
パ
船
」
に
乗
っ
て
、
岩

の
穴
や
岩
礁
を
縫
う
よ
う
に
通
り

抜
け
る
ス
リ
ル
と
北
山
崎
な
ど
の

２
０
０
㍍
の
断
崖
を
真
下
か
ら
仰

ぎ
見
る
迫
力
が
人
気
で
す
。

　
サ
ッ
パ
船
長
の
上
村
繁
幸
さ
ん

は
「
漁
師
と
地
元
の
言
葉
で
ふ
れ

あ
え
る
の
も
魅
力
の
一
つ
。
い
つ

も
自
然
体
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
し
か
し
、「
体
験
村
・
た
の
は

た
推
進
協
議
会
」
立
ち
上
げ
当
初

は
、
順
風
満
帆
な
船
出
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
ど
う
し
た
ら

お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
の
か
分

か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。当
時
は
、

情
報
発
信
が
足
り
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
上
村
さ
ん
は
振
り
返

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
サ
ッ
パ
船
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
客
さ
ん
が
増
え
始
め
た
の
は

平
成
18
年
度
。
前
年
度
か
ら
、
体

験
型
観
光
の
先
進
地
の
ガ
イ
ド
な

ど
が
来
村
。
そ
の
後
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
も
着
任
し
、
ガ
イ
ド
の

仕
方
な
ど
の
指
導
、
マ
ス
コ
ミ
へ

の
情
報
発
信
を
行
い
、
お
客
さ
ん

サッパ船アドベンチャーズ船長紹介　「オラの船さのんねぇがぁ」

【上繁丸】
上村 繁

しげ

幸
ゆき

船
長

【川清丸】
川畑 州

しゅう

作
さく

船
長

【隆昌丸】
中机 隆

たか

憲
のり

船
長

【前島丸】
三浦 善

よし

人
と

船
長

【漁義丸】
中机 義

よし

廣
ひろ

船
長

【第二栄丸】
根木地 徳

とく

栄
えい

船
長

１
「復興の航跡」を海原へ

サッパ船  アドベンチャーズ

体験

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　「
漁
師
は
、
人
前
で
話
す
の
が

苦
手
な
人
が
多
く
、
ガ
イ
ド
の
練

習
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
」
と
上
村

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
順
調
に
お
客
さ
ん
を
増
や
し
続

け
て
い
た
23
年
３
月
、
東
日
本
大

震
災
・
津
波
で
、
当
時
８
人
い
た

サ
ッ
パ
船
長
の
う
ち
６
人
が
サ
ッ

パ
船
を
流
出
。
再
開
は
、
困
難
と

思
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
震
災
前
の
よ
う
に

船
を
持
っ
て
再
開
し
た
い
」「
元

気
な
姿
を
発
信
し
よ
う
」
船
長
た

ち
の
気
持
ち
は
一
つ
で
し
た
。

　
震
災
発
生
翌
月
の
４
月
１
日
、

上
村
さ
ん
と
佐
藤
辰た
つ

男お

さ
ん
が
青

森
県
の
漁
協
の
協
力
を
得
て
、
現

地
で
船
を
探
し
、
７
月
29
日
の
運

行
再
開
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　「
津
波
の
映
像
を
見
た
人
た
ち

が
、
果
た
し
て
来
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
か
」
そ
ん
な
船
長
た
ち
の
心

配
を
よ
そ
に
、
再
開
し
た
サ
ッ
パ

船
に
乗
船
し
よ
う
と
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
心
境
を
上
村
さ
ん
は

「
震
災
前
と
同
じ
よ
う
に
、
お
客

さ
ん
の
喜
ん
だ
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
元
気
な

姿
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年
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地元の海でとれた新鮮な海産物を自分で調
理して食べます。地元の女性が、おいしい
食べ方や魚のさばき方を教えてくれます。

山の木材や浜辺の石を使って漁具を作り、
天日や冬の寒風で海産物を乾燥させて保存
したり、自然を活用した漁業を営んできま

東日本大震災・津波を体験した地域住民が、
当時の体験や全国各地から寄せられた支援
のありがたさを、震災前後の写真を使いな
がらガイドします。

体力や時間にあわせてコース設定
トレッキングガイド

北山崎園地内の平らなコースや浜辺にある
手掘りのトンネルを歩く冒険気分が味わえ
るコース、海のアルプスと呼ばれる景色の

２
海水を煮出した塩づくりは北三陸沿岸一帯
で江戸期から昭和の初期まで実際に行われ
ていました。「漁師 ( ﾊﾝﾓｳﾄﾞ )の塩づくり
体験」では、漁村の歴史や文化を学び、当
時の苦労や喜びを体験します。
30分のショートコース
のほか、まき割りや海水
くみから塩づくりを体験
する、本格コースまで用
意しています。

■民泊受け入れ家庭登録数
　（平成30年１月20日現在）

地区（旧６学区単位） 世帯数

机 21

羅　賀 17

田野畑 33

浜岩泉 12

島　越 ９

沼　袋 19

合　計 111

　
教
育
旅
行
で
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
50
種
類

以
上
。
大
き
く
分
け
て
▼
村
内
の
家
庭
に
宿
泊
し

て
、
作
業
や
夕
食
づ
く
り
な
ど
を
通
し
て
家
族
と

交
流
を
深
め
る
、
民
泊
体
験
▼
ワ
カ
メ
の
間
引
き

や
加
工
な
ど
漁
師
の
営
み
を
体
験
す
る
漁
業
体
験

▼
酪
農
や
農
作
業
な
ど
農
家
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
農
林
業
体
験
▼
東
日
本
大
震
災
の
体
験
を
通
し

て
、
防
災
へ
の
備
え
を
学
ぶ
震
災
伝
承
・
防
災
学

習
▼
田
野
畑
の
恵
ま
れ
た
自
然
に
溶
け
込
む
自

然
・
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
▼
田
野
畑
の
家
庭
に
並
ぶ

料
理
を
作
る
郷
土
料
理
体
験
▼
浜
辺
の
貝
殻
な
ど

を
使
い
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
思
い
出
の
品
を
作

る
工
芸
体
験
▼
神
楽
や
鹿
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能

を
体
験
す
る
歴
史
・
文
化
体
験
―
で
す
。

　
本
年
度
は
、
北
海
道
の
中
学
校
や
神
奈
川
県
の

高
校
な
ど
６
団
体
、
合
計
８
９
１
人
が
教
育
旅
行

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
１
６
７
人

が
民
泊
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

教
育
旅
行
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

手の届く所にあり
大昔の津波の爪痕
やたくさんの化石
を身近で見ること
ができます。
地形の成り立ちや
地域特有の生態系
を三陸ジオパーク
認定ガイドが案内
します。

３よみがえる約１億年前の記憶
ジオパークガイド

震災の体験を未来へ語り継ぐ
大津波語り部 ４

５ショートコースから本格体験コースまで
塩づくり体験

村の漁村文化を学ぶ
番屋漁師ガイド ６

波に洗われた石に、ペイント
をしたり、浜辺の貝殻をフォ
トスタンドやメッセージボー
ドに飾り付けたり、自分だけ
の小物を作れます。

世界に一つだけの作品づくり
浜辺のクラフト ８

７みんなで楽しく魚をさばく
番屋料理体験

机や羅賀の漁港でのんびりと釣りを楽しめ
ます。釣りざおと仕掛けの道具レンタルと
初心者向けの指導付き。

９初心者向けの指導付き
海釣り体験

体験メニュー利用者の声

大津波語り部

○ 震災前の写真と目の前の景色の違いにジンと来るもの
がありました。（ガイドの）「油断しないことだね」と
いう言葉はホントにそうだと思いました。
　（被災地の）生の声を後世に伝えていってください。

サッパ船アドベンチャーズ

○ やませの霧に心配したが、乗船している間は好天でし
た。遊覧船では味わえない、洞窟や岩の間を抜けスリ
ル満点でした。海を知り尽くした船長さんの操船で安
心して乗船できました。

○   船長さんは、笑顔も語り口もとても優しく、それだけ
でも癒されるようでした。
　サッパ船は、想像していた以上の気持ちよさ！　「ここ
　は通れないだろう」というような岩と岩の狭い隙間に
　も入ったりとスリルも味わうことができました。津波   

　の時のお話や、珍しい岩の形・地形のお話、鳥のお話、
　ワカメ漁のお話など、本当に勉強になりました。

番屋漁師ガイド

○ 「机浜番屋群」を初めて目にしました。北山崎はこれ
までも数回行っていたのですが、いつも番屋群の横を
通り過ぎて、ここの風景には気がつかなかったのです
ね。漁師の生活感が風景の中に溶け込んでいる感じが
なんともいえません。
　番屋の中や昔からの漁具などを説明してくださった漁
　師の親切なガイドもぬくもりがありました。季節を変
　えてまた訪れたいです。

　体験村のホームページには、体験した方々から、たく
さんの感想が寄せられています。掲載されている感想の
一部を紹介します（一部要約しています）。

まだまだあるよ！　体験メニュー

11

トレッキングガイド

○ネイチャーガイドとスタッフに守られ、60代半ばの２人
　は、安心して風景や植物を満喫することができました。

三陸ジオパークの海中散歩がオススメ。施
設には、シャワー室・更衣室・レクチャー
ルームなどを完備。
初心者向けの体験
ダイビングやシュ
ノーケリング教室
も行っています。

10田野畑の海を海中から
たのはたダイビング

中を高低差の変化
とともに楽しむ歩
きごたえのある
コースなど、体力
にあわせてガイド
します。

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年

した。小さな
海辺で漁師た
ちが協力し合
い、知恵と工
夫で守ってき
た漁村文化を
案内します。



NPO 法人体験村・たのはたネットワークスタッフの皆さん
上段左から中机悦

えつ

子
こ

さん、赤坂広
こう

太
た

さん、楠田拓
たく

郎
ろう

理事長

下段左から平坂夏
なつ

恵
え

さん、石井扶
ふ

佐
さ

子
こ

さん、佐々木 淳
じゅん

子
こ

さん、道合勇
ゆう

一
いち

副理事長

田
野
畑
村
は
特
別
な
場
所

　
人
に
は
誰
で
も
、
自
分
の
人
生
の
な

か
で
大
切
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
人
で
あ
っ
た
り
地
域
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
が
、
田
野
畑
村
は
、
長
年
全
国

各
地
の
観
光
地
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き

た
私
に
と
っ
て
、
ど
こ
よ
り
も
心
引
か

れ
、
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
平
成
12

年
度
に
な
り
ま
す
。
村
か
ら
の
委
託
で

村
民
や
三
陸
沿
岸
地
域
の
観
光
関
係
者

を
対
象
と
し
て
開
催
し
た
「
移
動
観
光

大
学 

陸
中
海
岸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

に
講
師
と
し
て
参
加
し
た
時
で
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
聞
い
た
「
北
山
浜
の
引
き
波
に
流

さ
れ
る
玉
石
の
音
」
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
以
来
、
10
数
年
に
わ
た
る
村
と
の
お

付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
体
験

村
・
た
の
は
た
」
推
進
プ
ラ
ン
や
東
日

【Profile】昭和32年静岡県生まれ。東
京農業大学農学部造園学科卒業後、
財団法人日本交通公社へ入社。全国
各地の観光振興計画やリゾート計画
の策定、自然地域や農山漁村地域を
主なフィールドにして、エコツーリ
ズムやグリーンツーリズム、環境（エ
コ観光地）、震災復興などのテーマか
ら各地の地域づくりに関わる。平成
12年から本村の観光振興の計画策定
などに関わる。観光地の基本的な目
標は「自立・持続的に観光に取り組
んでいくことのできる地域の実現」。 

地
域
の
魅
力
に
気
づ
き
、
そ
の
魅
力
を
誇
り
と
し

観
光
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
を
―

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

旅
の
図
書
館　

大お
お
す
み隅

一か
ず

志し

副
館
長

村
の
本
当
の
魅
力
は

そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
の
姿

　
村
の
魅
力
は
、
北
山
崎
や
鵜
の
巣
断

崖
の
よ
う
な
大
自
然
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、「
机
浜
番
屋
群
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
大
自
然
に
寄

り
添
う
よ
う
な
人
々
の
暮
ら
し
の
姿
に

こ
そ
本
当
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
村
が
目
指
す
体
験
型
観
光
は
、
漁
師

や
地
域
住
民
が
体
験
の
担
い
手
と
な
っ

て
魅
力
を
伝
え
る
『
番
屋
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
』
の
展
開
と
い
う
か
た
ち
で
具
現

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
、

平
成
20
年
に
設
立
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
存
在
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
以
降
、
田
野
畑
村
な

ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や

地
元
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
着
実
に
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
も
田
野
畑
村
は
、

ど
こ
よ
り
も
早
く
観
光
復
興
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は
、

観
光
か
ら
村
の
復
興
を
支
え
て
い
こ
う

と
い
う
体
験
村
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
方
々
の
強
い
気
持
ち
が
原

動
力
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
田
野
畑
村
に
は
二
つ
の
大
き
な
強
み

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
目
標
に
向

か
っ
て
世
代
の
垣
根
を
越
え
て
一
緒
に

汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
、
外
の
人
を
受
け
入
れ

な
が
ら
地
域
や
組
織
の
力
に
変
え
ら
れ

る
こ
と
。こ
う
し
た
風
土
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
大
震
災
後
の
「
村
災
害
復
興
計
画
・

観
光
復
興
計
画
」、「
机
浜
番
屋
群
再
生

計
画
」
の
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
村
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
田
野

畑
村
は
私
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
特
別
な

場
所
と
な
り
ま
し
た
。

の
組
織
と
し
て
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
観
光
は
、
地
域
を
誇
り
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
を
通
し

て
付
加
価
値
を
つ
け
、
総
合
的
な
経
済

価
値
に
変
え
る
地
域
産
業
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
よ
り
多
く
の
村
民
が
村

の
魅
力
に
気
づ
き
、
そ
の
魅
力
に
誇
り

を
持
ち
、
観
光
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

に
、
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
体
験
村
・
た

の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
力
強
く
そ
の
推
進
役
を
果
た
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

観光のプロに聞いた「村の観光のこれから」
Interview a professional tourism
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昨
年
１
年
間
に
村
を
訪
れ
た
観

光
客
の
数
は
、
41
万
人
で
す
。
震

災
や
天
候
不
順
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、観
光
客
入
り
込
み
数
は
、年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

北
山
崎
、
鵜
の
巣
断
崖
な
ど
の

景
色
を
眺
め
に
訪
れ
る
観
光
客
の

姿
は
、今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
と
昔
と
で
明
ら
か

に
違
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
景
色

の
中
に
観
光
客
自
身
が
溶
け
こ

み
、
こ
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
村
の
人
々
の
「
ほ
ん
も
の
」
を

体
験
し
学
ぼ
う
と
す
る
姿
が
あ
る

こ
と
で
す
。

　
▼
サ
ッ
パ
船
に
乗
っ
て
真
下
か

ら
見
る
断
崖
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
感
動
す
る
姿
▼
里
山
の
渓
流

沿
い
や
海
辺
の
自
然
歩
道
を
ガ
イ

ド
役
の
住
民
と
ゆ
っ
く
り
散
策
す

る
姿
▼
地
元
の
女
性
た
ち
か
ら
郷

土
料
理
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

う
姿
▼
農
家
や
漁
家
に
泊
め
て
も

ら
い
、
家
族
と
一
緒
に
夕
食
を
食

べ
る
姿
▼
東
日
本
大
震
災
・
津
波

の
体
験
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
防

災
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
姿
―
。

そ
の
形
は
、
実
に
多
彩
で
す
。

　
体
験
村
の
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
「
ほ
ん

も
の
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
村
の
民
泊
受
け
入
れ
に
登
録

し
て
い
る
家
庭
は
、
１
０
０
軒
に

の
ぼ
り
ま
す
。
受
け
入
れ
家
庭
の

家
族
と
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、

夕
食
を
作
っ
た
り
、
食
べ
た
り
交

流
す
る
と
何
百
人
も
の
人
が
体
験

型
観
光
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
サ
ッ
パ
船
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
郷
土
食
体
験
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ド
を
加
え
る

と
そ
の
数
は
、さ
ら
に
増
え
ま
す
。

　
観
光
客
と
村
の
人
た
ち
と
の
つ

な
が
り
。
地
域
と
地
域
の
つ
な
が

り
。
交
流
を
通
し
て
生
ま
れ
る
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
少
し
ず

つ
広
げ
な
が
ら
、
体
験
村
・
た
の

は
た
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

NPO法人

体験村・たのはたネットワーク

10周年
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村
の
新
し
い
教
育
長
に
、
相さ

が

み模
貞て

い

一い
ち

さ
ん（
64
）が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

１
月
1
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
相
模
教
育
長
は
陸
前
高
田
市
出
身
。

玉
川
大
学
文
学
部
教
育
学
科
を
卒
業

後
、
昭
和
51
年
に
岩
手
町
立
一
方
井
小

学
校
教
諭
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
田
野
畑
村
立
羅
賀
小
学
校

教
諭
、
宮
古
教
育
事
務
所
指
導
主
事
、

宮
古
市
立
宮
古
小
学
校
教
頭
、
山
田
町

立
織
笠
小
学
校
長
な
ど
を
経
て
、
平
成

26
年
３
月
に
宮
古
市
立
宮
古
小
学
校
長

で
定
年
退
職
。同
年
４
月
か
ら
１
年
間
、

紫
波
町
立
日
詰
と
矢
巾
町
立
煙
山
の
両

小
学
校
で
指
導
教
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
本
村
に
は
、
羅
賀
小
学
校
教
諭
と
し

て
昭
和
56
年
４
月
か
ら
６
年
間
勤
務
。

さ
ら
に
、
平
成
５
年
４
月
か
ら
４
年
間

の
村
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
、
合
計
10

年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
就
任
に
あ
た
り
相
模
教
育
長
は
「
羅

賀
小
学
校
に
着
任
し
た
昭
和
56
年
か
ら

13
年
間
、
田
野
畑
村
の
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
で
４
人
の
子
ど
も
を
の
び
の
び
と

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
田
野
畑
村
の
皆
さ
ん
や
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
で
生
活
や
学
習
が
で
き

る
環
境
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
相
模
教
育
長
は
、
教
育
委
員
長
と
教

育
長
を
一
本
化
す
る
新
し
い
教
育
委
員

会
制
度
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
教
育

長
と
な
り
ま
す
。

　

村
の
新
し
い
教
育
長
に

　
相
模 

貞
一
さ
ん
が
就
任

　
村
は
、
黎れ
い
め
い
だ
い

明
台
団
地
の
水
産
用
地
３

区
画
を
分
譲
し
ま
す
。

　
用
地
の
概
要
な
ど
詳
し
く
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

黎
明
台
団
地
の
３
区
画

　
水
産
用
地
を
分
譲

公　園

公　園

下閉伊郡田野畑村切牛

黎明台団地
109-52

109-51

109-50

地　番 地　目 面　　積(㎡)

109-50 宅　地

宅　地

宅　地

109-51

109-52

167.14

167.20

275.32

倉庫用地(水産用地)

分譲価格(円)

613,403

595,232

892,036

◆
受
付
期
間
…
２
月
28
日
㈬
ま
で

◆ 

申
し
込
み
方
法
…
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
次
の
①
〜
③
の
書
類

と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
民
票
ま
た
は
罹
災
証
明
②
納
税

証
明
（
平
成
27
年
度
と
28
年

度
分
）
③
所
得
証
明
書
（
28

年
度
分
）

◆ 

申
込
書
…
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

建
設
第
二
課
で
配
布

◆ 

分
譲
用
地
の
概
要
…
都
市

計
画
区
域
外
（
上
下
水
道

引
き
込
み
済
み
）

◆ 

分
譲
条
件
…
水
産
用
地（
漁

具
置
き
場
、
倉
庫
、
干
し

場
な
ど
）
と
し
て
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
10
年
間
は

転
売
を
禁
止
し
ま
す

◆ 

そ
の
他
…
申
し
込
み
多
数

の
場
合
に
は
被
災
者
を
優

先
し
ま
す

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
…
建
設
第
二
課（
☎
34

－

２
１
１
３
　
内
線
５
３
１
）
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平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
農
業

委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員
会

に
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
農
業
委
員
会
は
29
年
12
月
25
日
、

総
会
を
開
き
審
議
を
行
い
、
同
日
５
人

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
32
年
11
月
26
日
ま
で
で
す
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農

業
委
員
と
連
携
し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

　
村
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
で
は
、

第
４
回
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。
自
慢
の
料
理
の
腕
を
競
う
コ
ン
テ

ス
ト
の
他
に
、
新
企
画
と
し
て
「
お
土

産
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
。「
こ

ん
な
お
土
産
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
」

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
は
、
出
品
料
理
を

試
食
で
き
る
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
開

催
。「
ロ
レ
オ
ー
ル
田
野
畑
」
伊
藤
勝

康
シ
ェ
フ
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
６
次
産
業
化
開
発
商
品
の
販

売
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
25
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

◆
場
所
…
ホ
テ
ル
羅
賀
荘

【
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
】

　
◆ 

審
査
部
門
…
次
の
部
門
ご
と
に
優

秀
作
品
を
選
考
し
、
表
彰
お
よ
び

賞
品
を
授
与
し
ま
す

　
　
① 

自
由
部
門
…
食
材
指
定
な
し
。

腕
自
慢
・
創
作
自
慢
の
料
理

　
　
② 

食
材
指
定
部
門
…
シ
イ
タ
ケ
を

使
用
し
た
料
理

　
◆ 

出
場
方
法
…
２
〜
５
人
の
チ
ー
ム

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
◆ 

食
材
費
補
助
…
１
品
当
た
り

５
０
０
０
円

【
お
土
産
品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
】

　
◆ 

参
加
方
法
…
企
画
書(

イ
ラ
ス
ト

可)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
で
の
参
加
も
可
能
で
す

【
共
通
事
項
】

　

◆
申
込
期
限
…
２
月
９
日
㈮

　

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

６
次
産
業
化
推
進
室
（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線
71
）

【
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
】

　
◆
参
加
費
…
５
０
０
円

　
◆
申
し
込
み
…
不
要

　

自
慢
の
料
理
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介

中村 真
まさ

文
ふみ

委員
（37）＝巣合＝

熊谷 宗
むね

矩
のり

委員
（44）＝田代＝

田河原 憲
のり

幸
ゆき

委員
（33）＝浜岩泉＝

根木地 喜
よし

則
のり

委員
（55）＝明戸＝

畠山 一
かず

敏
とし

委員
（54）＝真木沢＝

（
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

遊
休
農
地
対
策
な
ど
）
の
た
め
の
現
場

活
動
を
行
い
ま
す
。

多くの人が訪れた、昨年のコンテストの様子



　村漁業協同組合（中村芳
よし

正
まさ

組合長）の平
成30年初売りが１月４日、村魚市場で行わ
れました。早朝の市場には、サケやタコ、
イワシなどが水揚げ。漁協職員が選別作業
に追われ、市場は活気にあふれていました。
初売りでは、中村組合長のあいさつや石原
弘村長の祝辞、工藤求

もとむ

村議会議長の発声
で乾杯が行われました。最後は、村魚市場
仲買人組合の嵯

さ

峨
が

政
まさ

義
よし

組合長の音頭で一本
締めが行われ、漁業関係者は、新しい年の
漁の安全と大漁を祈願しました。

初売りで漁の安全と大漁祈願料里教室で食改さんから学ぶ
　村は１月10日、親子の食育教室を保健セ
ンターで開きました。食育教室には、園児
や小学生とその保護者など約10人が参加。
村食生活改善推進員団体連絡協議会（奥地
キミ子会長）の皆さんと一緒に「主菜」「副
菜」「主食」「汁もの」のそろった、バラン
スのよい食事を作りながら、食育の大切さ
を学びました。
　また、７日には、高校生を対象とした料
理教室を開催。高校生が適切な塩分の料理
を食改の皆さんから学びました。

村の 話題Tanohata　Topics

子どもの健やかな成長を願う

防火・防災への誓いを新たに

一糸乱れね威風堂々とした分列行進をみせる消防団

　村消防団（上村繁
しげ

幸
ゆき

団長）の消防出初め
式が１月７日、臨時防災ヘリポートを主会
場に開かれました。式には、団員と女性消
防協力隊（中村悦

えつ

子
こ

隊長）の133人が整列。
防火・防災への誓いを新たにしました。統
監の石原弘村長は「消防団員の皆さんとと
もに、火災や災害のない村づくりに向けて
決意を新たにしたい」と訓示。団員らは、
服装や機械器具点検の後、菅窪地区の国道
45号に移動し分列行進を行い、威風堂々と
した行進で火消しの心意気を示しました。

涙ながらに「いい子にします」と誓う子どもたち

今年初の水揚げをする漁協定置網保護者や食改の皆さんに教わりながら料理を作る

新年の幕開けを祝い乾杯する参加者の皆さん

　平成30年田野畑村新春の集い（㈱陸中た
のはた主催）が１月21日、ホテル羅賀荘で
開かれ、236人が新年の幕開けを祝いまし
た。石原弘村長は「皆さんで同じ方向を向
き、力を合わせて進んでいきましょう」と
新年のあいさつ。その後、村の復興と発展
を願い鏡開き、工藤求

もとむ

村議会議長の発声
で乾杯が行われ、新年の幕開けを祝いまし
た。祝宴では、歌謡・舞踊ショーや景品抽
選会。最後は、会場が一体となって田野畑
音頭を踊り、参加者は交流を深めました。

新年の幕開け祝う新春の集い

地域の未来を考える講演会

志村尚一さん㊧の講演を真剣に聞く羅賀の皆さん

　地域づくり研修会（㈲ウィルビー（志村
尚
しょう

一
いち

代表取締役）主催）が１月13日、羅
賀地区コミュニティセンターで開かれ、羅
賀自治会（畠山拓

たく

雄
お

会長）の皆さんが、地
域おこしについて考えました。畠山会長は
「講演を聞いて、これから羅賀の未来づく
りにつなげていきたい」とあいさつ。講師
の志村代表が西和賀町で行っている地域お
こしの事例などを交え講演を行いました。
志村代表は「どんな地域になりたいかをみ
んなで考える事が大切」と話しました。
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　子どもたちの健やかな成長を願う、小正
月の伝統行事「なもみ」が１月20日、羅賀
地区で行われました。「なもみ」を行った
のは羅賀青年会（畠山 明

あかし

会長）の８人。
鬼に扮（ふん）した３人が羅賀地区にある
４件の家を回り「悪い子はいねえがぁ」と
子どもたちに迫りました。鬼の迫力に子ど
もたちは目に涙を浮かべ「いい子にするか
ら帰ってください」と誓っていました。畠
山会長は「長く続いてきた伝統行事をこれ
からも残していきたい」と力を込めました。



Information村からの お知らせ

入
学
・
卒
業
祝
い
金
を
支
給

皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す

　
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
の
成
長
を

祝
い
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
な
ど
の
目
的
で
、
田
野
畑
小
・

中
学
校
へ
の
入
学
、
田
野
畑
中
学
校
卒

業
を
迎
え
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、

祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
祝
い
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
２
月
下
旬
か

ら
申
請
用
紙
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

３
月
２
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
申
請
用
紙
が

送
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
祝
い
金
の
種
類

　
小
学
校
入
学
祝
金
…
２
万
円

　
中
学
校
入
学
祝
金
…
２
万
５
千
円

　
中
学
校
卒
業
祝
金
…
３
万
円

◆
支
給
日
…
３
月
中
を
予
定

◆ 
問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員
会
（
☎

34

－

２
２
２
６
）
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飼
育
状
況
の
定
期
報
告
書
の
提
出
を

家
畜
飼
養
者
は
報
告
義
務

　
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
毎
年
、

飼
養
状
況
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
報
告
期
限
ま
で
に

平
成
30
年
分
の
定
期
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆  

家
畜
の
種
類
と
報
告
期
限

　
○ 

牛
、
鹿
、
綿
羊
、
ヤ
ギ
、
豚
、
イ

ノ
シ
シ
、
馬
…
４
月
15
日
㈰

　
○ 

鶏
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、

ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面

鳥
…
６
月
15
日
㈮

　
※
上
記
の
家
畜
は
、
愛
玩
動
物
で
も

　
　
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す

◆  

報
告
方
法
…
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど

か
ら
配
布
さ
れ
た
定
期
報
告
書
様
式

に
、
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
状
況
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様

式
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

◆ 

報
告
・
問
い
合
わ
せ
先
…
産
業
振

興
課
（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線

74
）、県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
（
☎

０
１
９

－

６
８
８

－

４
１
１
１
）

歴
史
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
を

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
歴
史
資
料
を
収
集

　
教
育
委
員
会
は
、
村
の
歴
史
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

　
祭
り
や
行
事
、
風
景
な
ど
の
資
料
を

お
持
ち
の
人
は
、
民
俗
資
料
館
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

収
集
す
る
資
料
…
写
真
・
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
・
文
書
・
絵
図
な
ど

　
※ 

写
真
は
、
白
黒
、
カ
ラ
ー
は
問
い

ま
せ
ん

◆ 

収
集
す
る
資
料
の
年
代
…
明
治
・
大

正
・
昭
和

◆ 

収
集
方
法
…
担
当
者
が
自
宅
な
ど
へ

伺
い
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
り
ま

す
。
資
料
は
そ
の
場
で
返
却
し
ま
す

◆ 

そ
の
他
…
資
料
を
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
に
保
存
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
で
お

渡
し
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

自
然
保
護
管
理
員
を
募
集
し
ま
す

北
山
崎
・
鵜
の
巣
断
崖
周
辺
な
ど
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　
村
は
、
村
内
自
然
公
園
監
視
区
域
内

の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
自
然
保
護

管
理
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆ 
応
募
要
件
…
自
家
用
車
を
所
有
し
て

い
る
人
。
体
力
に
自
信
が
あ
る
人

◆
募
集
人
数
…
１
人

◆ 

就
業
日
…
月
８
日
（
土
日
勤
務
）

◆ 

任
期
…
４
月
１
日
㈰
か
ら
平
成
31
年

１
月
31
日
㈭
ま
で

◆
給
与
…
月
額
３
万
９
１
３
９
円

◆ 

応
募
方
法
…
履
歴
書
（
写
真
付
き
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆ 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
政
策
推
進

課
（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線
68
）

先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
す

海
外
か
ら
の
教
育
旅
行
誘
致
に
向
け
て

　
本
村
と
普
代
村
が
連
携
し
て
、
第
２

回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
外
国
人
観
光
客
）向

け
教
育
旅
行
の
先
進
地
視
察
を
実
施
し

ま
す
。

◆
日
程
…
３
月
23
日
㈮
〜
26
日
㈪

◆
視
察
先
…
奈
良
県
明
日
香
村

◆ 

視
察
内
容
…
「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
参
加
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
民
宿
へ
の
宿
泊
な
ど

◆ 

対
象
者
…
民
泊
を
受
け
入
れ
て
い
る

家
庭
、
民
泊
を
受
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
る
人

◆
募
集
人
数
…
３
人

◆ 

そ
の
他
…
交
通
費
と
宿
泊
費
は
、
村

が
負
担
し
ま
す
。
食
事
代
は
、
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

◆ 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
政
策
推
進

課
（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線
68
）

全
測
定
箇
所
で
目
安
以
下

放
射
線
量
測
定
結
果

◆検査結果（測定日・１月12日）

測定場所 平均測定値
（マイクロ　

シーベルト／時）

田野畑小学校 0.059
田野畑中学校 0.069
たのはた児童館 0.066
若桐保育園 0.055
役場 0.085
アズビィ楽習センター 0.077
村営野球場 0.034
思惟大橋公園 0.052
北山崎園地 0.058
旧山海ろばたハウス 0.079
鵜の巣断崖園地 0.069

◆ 調査結果�文部科学省による
校庭、園庭の空間線量率目安
（１時間当たり１マイクロシ
ーベルト）を下回りました

◆ 問い合わせ先�生活環境課
（☎34-2114　内線22）

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

　
村
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方

や
数
値
目
標
な
ど
を
定
め
る
「
第
５
期

田
野
畑
村
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
１
期

田
野
畑
村
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
平
成

30
〜
32
年
度
）」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
…
２
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪

◆ 

意
見
を
提
出
で
き
る
人
…
①
村
民
②

村
内
で
働
い
て
い
る
人
③ 

村
内
に
事

　
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る
個
人
と
法

　
人
、
団
体

◆ 

意
見
書
の
様
式
…
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
保
健
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
配
布

◆ 

提
出
方
法
…
①
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

の
意
見
箱
②
郵
送
③
Ｆ
Ａ
Ｘ
④
電
子

メ
ー
ル
　
※ 

電
話
や
口
頭
で
の
受
け

　
付
け
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

◆ 

計
画（
案
）の
閲
覧
方
法
… 

村
の
ホ
ー

　 

ム
ペ
ー
ジ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

(

土
・
日
・
祝
日
除
く)

◆ 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
…
保
健
福
祉

課
（
〒
０
２
８

－

８
４
０
７
　
田
野

畑
村
田
野
畑
１
２
０

－

３
、
☎
33

－

３
１
０
２
　
内
線
56
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

34

－

２
６
３
２
、　h

o
k
e
n
@
v
i
l
l
.

t
a
n
o
h
a
t
a
.
i
w
a
t
e
.
j
p

）

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
民
俗
資
料
館
（
☎

33

－

２
２
１
０
）

羅賀地区の祭りの様子

ワカメ干し作業の様子（昭和30年代後半）



お知らせお知らせお知らせ

田野畑村公式 YouTube チャンネル→ Village Tanohata田野畑村公式 Facebook → https://www.facebook.com/village.tanohata/

●知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募募集中 火　災
（12月21日～１月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（１月20日現在）　521日

人口と世帯
１月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,533人（-10） 
　男　  1,754人（-10） 
　女　  1,779人（± 0） 
世帯  1,449世帯（- 5）

　村スポーツクラブでは、バド
ミントン交流会を開催します。
大会のような厳しいルールはあ
りません。誰でも楽しむことが
できます。
◆日時…３月４日㈰
　午前９時30分～午後１時
◆場所…アズビィ体育館
◆参加費…200円。学生は無料
◆申込期限…２月28日㈬
◆ 申し込み・問い合わせ先…村
スポーツクラブ（☎ 34-2226）

バドミントン交流会を開催

2018・２　広報 242018・２　広報25

　岩手県福祉人材センターで
は、介護のしごと「介護技術お
さらい講習」を開催します。
◆日時…２月15日㈭
　　　　午後１時～４時30分
◆ 場所…宮古市総合福祉セン
ター

◆ 内容…介護技術講座、求人状
況や人材センターの利用につ
いての説明

◆ 対象者…資格の有無を問わ
ず、介護職経験のある人や介
護職への再就職を希望する人

◆ 申し込み・問い合わせ先…岩
手県福祉人材センター（キャ
リア支援員　☎080-8201-0199）

介護技術おさらい講習を開催

　岩手県司法書士会では、毎年
２月を「相続登記はお済みですか
月間」とし、相続手続きに関する
無料相談などを行っています。
◆ 問い合わせ先…岩手県司法書
　司会事務局（☎019-622-3372）

【特設無料相談所】
　◆日時…２月の毎週金曜日
　　　　　午前10時～正午
　◆場所…岩手県司法書士会館

【司法書士事務所での無料相談】
　◆日時…２月１日㈭～28日㈬
　　※土・日・祝日を除く
　◆ 場所…県内の司法書士の個
人事務所

【無料電話相談】
　◆相談電話…0120-823-815

　◆日時…２月１日㈭～28日㈬
　　　　　午前10時～午後１時
　　※土・日・祝日を除く
　◆通話料…無料

相続手続きの無料相談●知

　宮古税務署では、確定申告書
の作成会場を開設します。
　申告書作成会場は、大変混雑
し、時間がかかる場合がありま
す。国税庁のＨＰにある「確定
申告書等作成コーナー」で、自
宅での申告書作成も可能です。
◆ 開設期間…２月16日㈮～３月
15日㈭（土・日・祝日を除く）

◆ 受付時間…午前９時～午後４

時（提出は午後５時まで）
◆場所…宮古合同庁舎（小山田）
◆ 注意事項…①駐車場が混雑し
ますので、できるだけ公共交
通機関を利用してください②
会場では、「手引き」や「パ
ソコン」を利用し、自分で申
告書などの書類を作成してい
ただきます

◆ 問い合わせ先…宮古税務署個
　人課税部門（☎0193-62-1921）

確定申告書作成会場を開設●知

◆ 開催日…２月１日㈭、８日㈭、
15日㈭、17日㈯、22日㈭

◆時間…午前10時～午後３時　
　（土曜日は、午後４時まで）
◆場所…宮古市役所本庁舎１階
◆ 問い合わせ先…岩手弁護士会
（☎ 019-623-5005）

宮古地区法律相談を開催●知

　月々の国民年金保険料を口座
振替にすると、納め忘れもなく
便利です。
　また、月々50円割り引かれる
早割制度、割引額が多い６カ月
前納や１、２年前納の制度もあ
ります。
　６カ月前納（４～９月分）と
１、２年前納の申込期限は２月
28日㈬です。希望する人は、早
めの手続きをお願いします。
◆ 申し込み方法…①納付書か年
金手帳②通帳③金融機関届出
印を持参し、年金事務所か各
金融機関で申し込みしてくだ
さい

◆ 問い合わせ先…宮古年金事務
所（☎ 0193-62-1963）

年金納付は口座振替がお得●知

　岩手・釜石会場（釜石鵜住居復興スタジアム（仮称））で行わ
れる２試合を観戦できるチケット「スタジアムパック（オリジナ
ルストラップ付き）」や観戦チケットの岩手県民先行発売の詳細
が発表になりました。
◆スタジアムパック…一般抽選申込期間２月12日㈪まで
◆岩手県民先行抽選販売…申込期間３月19日㈪～４月12日㈭
　※ チケットの購入には、ＩＤの登録が必要です。ラグビーワー
ルドカップ 2019 ™公式サイトで登録してください

◆ チケット購入相談窓口…ラグビーカフェ釜石（☎090-7218-6944）
岩手県ラグビーワールドカップ2019推進課（☎019-629-6799）
　釜石市ラグビーワールドカップ2019推進室（☎0193-27-8420）
◆岩手・釜石会場試合日程
　第１戦…平成31年９月25日㈬
　　　　　フィジー 対 アメリカ地区第２代表
　第２戦…平成31年10月13日㈰
　　　　　アフリカ第１代表 対 敗者復活予選優勝チーム

ラグビーワールドカップ 2019™ を観戦しよう！

◆日時…２月13日㈫
　　　　午後１時～２時　　
◆場所…宮古保健所
◆その他…前日までに要予約
◆ 予約・ 問い合わせ先…宮古保
　健所保健課（☎0193-64-2218）

　宮古圏域障がい者自立支援協
議会では、「生活の視点から発
達障がいを語り合う」をテーマ
に学習会を開催します。
◆日時…２月17日㈯
　午前10時30分～午後０時30分
◆ 場所…宮古市民総合体育館
◆参加費…無料
◆ 申し込み・問い合わせ先…宮
古圏域障がい者福祉推進ネッ
ト（☎ 0193-64-7878）

骨髄バンク登録に協力を●知

発達障がい学習会を開催
　宮古保健所では、エイズ・肝
炎・性器クラミジア・梅毒の各
種検査を無料で実施しています。
◆日時…２月13日㈫
　　　　午後４時～６時30分
◆場所…宮古保健所
◆ 結果の通知…エイズ即日検査
は採血後30分で通知します。
その他の検査は、10日後以降
に通知します

◆その他…前日までに要予約
◆ 予約・ 問い合わせ先…宮古保
　健所保健課（☎0193-64-2218）

各種検査が無料で受けられます●知

　国の教育ローンは、高校・大
学などへの入学や在学中に必要
な費用を融資する公的な制度で
す。対象となる学校や世帯の年
収などには要件があります。詳
しくは、問い合わせてください。
◆ 融資限度額…学生・生徒１人
につき350万円

◆ 利率…年１.76％（平成29年
11月10日現在）

◆返済期間…15年以内
◆問い合わせ先…日本政策金融
　公庫「国の教育ローン」コー
　ルセンター（☎0570-008656）

入学時や在学中の費用を支援●知

　放送大学は、テレビ・ラジオ・
インターネットを使って自宅で
学べる大学です。
◆出願期間…３月20日㈫まで
◆ 資料請求・問い合わせ先…放
送大学岩手学習センター（☎
019-653-7414）

放送大学４月入学生を募募集

　平成30年４月に設置される岩
手県立宮古高等学校通信制は、
自宅での学習と月２、３回の日
曜スクーリング（面接指導）で
単位修得を進める高校です。
　文化祭や運動会などの特別活
動への参加も卒業の要件です。
　年齢を問わず入学でき、特定
科目のみの受講も可能です。
◆ 出願受付期間…２月22日㈭～
３月30日㈮

◆ 願書請求・問い合わせ先…岩
手県立杜陵高等学校通信制宮
古分室（〒027-0052　宮古市
宮町 2-1-1、☎ 0193-63-7428）

宮古高校通信制で生徒募募集●募募 ●募募

●募募

●募募

●募募

　岩手県学生援護会では、岩手
県学生会館の平成30年度入寮生
を募集します。詳しくは、問い
合わせてください。
◆施設の概要
　○所在地…東京都豊島区要町
　○ 寮費…月額80,000円（朝夕

２食付き）、自治会費500円
　○室内…13.5㎡（全室個室）
　○ 設備…机、ベット、クロー
ゼット、洗面化粧台、冷暖
房設備など

◆ 募募集期間…①２月９日㈮まで
②２月16日㈮～３月２日㈮

◆ 問い合わせ先…（公財）岩手県
学生援護会（☎03-3972-4783）

岩手県学生会館の入寮生募募集●募募

指名競争入札参加資格申請●知

　平成29、30年度の建設工事と
建設関連業務の指名競争入札参
加資格審査の申請(中間年申請)

を受け付けます。詳しくは、村
のホームページを確認するか、
問い合わせてください。
◆申請期限…２月28日㈬
◆申請・問い合わせ先…建設第  

　二課（☎ 34-2113　内線 400）



　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課に２月20日まで
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ 　 NPO 法人体験村・たのはた
　ネットワークは、１月で設立
　から何年を迎えた ?

　Ａ）５年
　Ｂ）10年
　Ｃ）15年

■前号（１月号）の正解
　Ｑ１→Ａ

■先月当選者（敬称略）
　佐々木　來樺（甲地）

みんなの

　ひろば

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（１月20日現在）

寄付金総額 5450万7343円
851件（村内131件、県内193件、県外527件）

取り崩し額 　　1294万5210円　　
基金残額

( 運用益を含む） 4162万7854円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを

ご覧いただくか、総務課（☎ 34-2111　内線 15）までご連絡ください。

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・田野畑方面）

月　日 場　　所 時　間

２月20日  ㈫
平井賀郵便局 ９:35  ～  ９:50
グループホームつくえ付近 10:10  ～ 10:25
田野畑郵便局 10:45  ～ 11:00

◆おきなぐさコース（沼袋方面）
月　日 場　　所 時　間

２月21日  ㈬
産直プラザ尾肝要 ９:50 ～ 10:05
リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:25
沼袋郵便局 10:30 ～ 10:45

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

No.14

辰巳 ちあきさん

 

昨
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
海
の

状
態
が
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
の
は
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
は
、体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
12
人
、シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
教
室
30
人
の
方
が
遊
び

に
来
て
く
れ
ま
し
た
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田
野
畑
村
の
海
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楽
し
さ
を
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村
の
子
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も
た
ち
か
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村
外
の
人
ま
で
紹
介
す
る
こ
と
が
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ま
し
た
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今
年
も
、
村
民
の
方
を
対
象
に
、「
体

験
ダ
イ
ビ
ン
グ
」「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
教
室
」の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊
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に
来
て
く
だ
さ
い
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そ
こ
で
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た

ら
、
ダ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
人
の
た
め

の
「
オ
ー
プ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
コ
ー

ス
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
認

定
さ
れ
る
と
、
海
外
で
も
ダ
イ
バ
ー
同

士
で
潜
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
学

習
の
学
科
講
習
を
除
く
、
最
短
３
日
間

の
コ
ー
ス
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
た
の
は
た
ダ
イ
ビ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
、
初
め
て
の
認
定
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
し
た
の
は
、

久
慈
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤
織

ジ
ュ
ン
さ
ん
。
藤
織
さ
ん
は
、
小
袖
海

岸
で
海
女
を
や
っ
て
い
る
た
め
、
海
に

慣
れ
て
い
る
の
で
講
習
も
ス
イ
ス
イ
と

進
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
〜
14
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

な
ら
、
プ
ロ
と
一
緒
に
12
㍍
ま
で
潜
れ

る
「（
ジ
ュ
ニ
ア
・
）
ス
ク
ー
バ
・
ダ

イ
バ
ー
・
コ
ー
ス
」
も
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
の
コ
ー
ス
は
、
最
短
２
日
間
の

コ
ー
ス
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
同

じ
コ
ー
ス
を
受
講
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、宣
伝
ば
か
り
（
笑
）
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
は
、

皆
さ
ん
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

役立ちカレンダー　　　　   期間：２月１日㈭～２月28日㈬

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

２月
１日 ㈭ 美姿勢ピラティス アズビィホール

（15日、22日も開催） 18:30 ～ 19:30

村スポーツクラブ
（☎34-2226）

２日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（９日、16日、23日も開催） 19:00 ～ 21:00

５日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（19日、26日も開催） 20:00 ～ 21:00

６日 ㈫ アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」

アズビィ体育館
（13日、20日、27日も開催） 18:00 ～ 19:00

７日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（14日、21日、28日も開催） 19:30 ～ 21:00

８日 ㈭ リラックスかふぇ 保健センター 10:00 ～ 11:40

保健福祉課（内線52）

13日 ㈫ 健康相談・健康教育 保健センター 10:00 ～ 11:00

18日 ㈰ 第８回ソフトバレーボール交流会 アズビィ体育館 10:00 ～ 12:00 村スポーツクラブ
（☎34-2226）

21日 ㈬ 幼児健診 健診センター 12:20 ～ 15:30 保健福祉課（内線53）

28日 ㈬

固定資産税４期　納期限 税務会計課（内線34）

後期高齢者医療保険料８期　納期限 生活環境課（内線21）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

佐々木　來
らい

樺
か

ちゃん
＝甲地＝
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佐藤 太
だ い

建設第一課
技師　　　

真木沢出身の 42歳です。
４月から任期付き職員と
して、災害復旧業務など
を行ってきました。復興
とこれからの村づくりに
向けて、頑張ります。

新採用職員を紹介
　村は、１月１日付けで新たに
１人の職員を採用しました。

認定講習の様子（11月27日撮影）

広
報
の
感
想
や
日
ご
ろ
の
出
来
事
、
か
わ

い
い
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
ペ
ー
ス
が
許
す
限

り
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

投
稿
す
る
と
き
の
注
意
…

① 

は
が
き
の
表
に
は
…
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
や
匿
名
で
の
掲
載
も
受
け

付
け
ま
す

② 

は
が
き
の
裏
に
は
…
イ
ラ
ス
ト
や
感
想

な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ
い

③ 

営
利
・
政
治
的
活
動
を
目
的
と
し
た
も

の
や
、特
定
の
個
人
・
団
体
を
中
傷
す

る
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

④ 

感
想
な
ど
、長
い
文
章
の
場
合
、一
部
添

削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

◆  

あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…
〒
０
２
８

－

８
４
０
７
田
野
畑
村
田
野
畑
１
４
３

－

１
　
田
野
畑
村
役
場
　
政
策
推
進
課

（
☎
34

－

２
１
１
１
　
内
線
63
）

おめでた　　 おくやみ

〔平成29年12月届け出分〕
（一部敬称略）

● 健やかに　～誕生～
　畠　山　璃夢（りむ）ちゃん
　　　　　一夢・璃奈 　  甲　地
　佐　藤　紬凪（つむぎ）ちゃん
　　　　　正教・美紀子   西和野

♥末永く　～結婚～
　佐藤　裕二　羅　賀 ♥ 羅　賀
　松葉　千春　普代村

■安らかに　～お悔やみ～
　佐藤　徳右エ門（62）　甲　地
　中　里　雅　勝（62）　菅　窪
　三　澤　長太郎 （84）　西和野
　上　村　ミ　ヨ （94）　　机
　金　子　チ　ヨ （101）　田　代
　八重樫　　一　 （91）　切　牛
　下　村　ス　ミ （95）　島　越
　奥　地　キミエ （93）　甲　地
※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出

のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

私
が
初
め
て
、
サ
ッ
パ
船

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に
乗

船
し
た
の
は
、
平
成
28
年

の
６
月
に
な
り
ま
す
。
暖

か
い
日
差
し
の
下
、
颯
爽

と
走
る
サ
ッ
パ
船
の
爽
快

感
と
、
断
崖
を
真
下
か
ら

見
上
げ
る
迫
力
で
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
▼
上
村
繁
幸
船
長

に
よ
る
と
「
冬
は
空
気
が

澄
ん
で
い
て
、
海
が
青
く

て
と
て
も
き
れ
い
」
と
の

事
で
し
た
▼
季
節
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ッ

パ
船
に
皆
さ
ん
も
乗
船
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
▼
冬
の
海
は
寒
い
の

で
、
防
寒
対
策
を
お
忘
れ

な
く
。

(

佐
々
木
　
歩)
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● 

23
災
第
６
６
３
号
平
井
賀
漁
港
海
岸

施
設
防
潮
堤
災
害
復
旧
（
遠
隔
操
作

装
置
設
備
）
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

革
を
推
進
す
る
行
動
）」
の
職
場
の
設

計
を
図
り
な
が
ら
、
民
間
志
向
の
経
営

理
念
や
改
革
手
法
を
で
き
る
だ
け
取
り

入
れ
、
幅
の
あ
る
行
政
経
営
の
確
立
の

た
め
改
革
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
小
さ
な
村
、
事
務
事
業
の
見
直
し

と
災
害
対
応
と
い
う
相
反
す
る
情
勢
の

中
で
理
想
的
な
職
員
体
制
の
構
築
に
向

け
て
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、
早
急
に
機
構
改
革
に
向
け
て
検
討

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今
後
は

村
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

課
題
に
沿
っ
た
事
務
・
組
織
の
望
ま
し

い
在
り
方
に
つ
い
て
、
組
織
・
人
材
・

配
置
・
執
行
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
業
務
時
間

な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
、
行

政
経
営
判
断
す
べ
き
事
柄
を
精
査
し
組

織
再
編
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
る
。

【
質
問
】学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
伺
う
。
①
教
育
委
員
会
と
し

て
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必

要
性
の
考
え
方
②
来
年
度
も
子
供
の
学

習
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支

援
事
業
は
あ
る
の
か
③
補
助
事
業
が
期

待
で
き
な
い
場
合
の
対
応
。

【
教
育
長
】
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
が
、
学
校
教
育
活
動
の
支

援
、
学
校
と
地
域
の
連
携
調
整
お
よ
び

教
育
振
興
運
動
推
進
区
の
活
動
支
援
な

ど
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
年
度
公
募

し
た
と
こ
ろ
１
人
の
み
の
応
募
と
な
り
、

そ
の
１
人
を
委
嘱
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
不
在
に
つ
い
て
、

各
方
面
か
ら
充
足
を
望
む
声
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は

各
教
育
振
興
運
動
推
進
区
と
も
協
議
し

な
が
ら
充
足
に
努
め
て
参
り
た
い
。
次

に
、
子
供
の
学
習
支
援
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業
で
あ
る
が
、
県

で
は
こ
の
事
業
を
平
成
32
年
度
ま
で
実

施
予
定
。
平
成
33
年
度
以
降
は
、学
校
・

家
庭
・
地
域
連
携
協
力
推
進
事
業
（
補

助
率
３
分
の
２
）
の
活
用
が
可
能
で
あ

る
。
本
村
で
は
補
助
要
件
に
と
ら
わ
れ

ず
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
継
続
実
施
し

て
い
く
た
め
、
補
助
事
業
は
活
用
せ
ず

単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

(

他
に
質
問
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
来
年
度
の
予
算
編
成
の
方
針

と
施
策
の
眼
目
に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
村
民
が
将
来
に
希
望
を
持
ち

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

総
合
計
画
・
後
期
計
画
の
重
点
施
策
や
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、

選
挙
に
お
け
る
公
約
を
実
現
す
る
た
め

の
事
業
並
び
に
地
域
創
生
に
資
す
る
事

業
な
ど
を
中
心
に
予
算
を
編
成
す
る
方

【
質
問
】
役
場
の
職
員
体
制
に
つ
い
て

伺
う
。
①
正
職
員
、
任
期
付
き
職
員
、

臨
時
職
員
、
応
援
職
員
ご
と
の
人
数
②

現
在
の
役
場
体
制
の
利
点
と
欠
点
③
今

後
の
方
向
性
。

【
村
長
】
平
成
29
年
12
月
１
日
現
在
の

職
員
数
は
、
▼
正
職
員
57
人
▼
任
期
付

き
職
員
12
人
▼
再
任
用
職
員
１
人
▼
期

限
付
き
職
員
17
人
▼
応
援
職
員
９
人
―

の
合
計
96
人
で
あ
る
。
次
の
質
問
に
は

行
政
経
営
と
い
う
視
点
で
答
弁
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
生
活
者
起
点
の
行
政
、
行

政
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
転
換
、
成
果
志
向
の
追

及
、
住
民
満
足
度
の
向
上
な
ど
行
政
経

営
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｍ
と
総
称
さ
れ
、
目
的
の
持
続
的
成
果

と
効
率
追
求
が
で
き
る
行
政
の
経
営
モ

デ
ル
を
い
か
に
構
築
し
、
住
民
意
識
を

重
視
し
な
が
ら
、
行
政
経
営
の
姿
勢
を

持
つ
か
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
お
け
る
改
革
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
改
革
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
自
発
的
、
自
ら
率
先
し
て
改

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

・ 

義
務
教
育
入
学
及
び
卒
業
祝
金 

　

　
２
１
０
万
５
千
円
を
計
上

・ 

仮
称
・
暮
ら
し
や
す
い
村
の
グ
ラ
ン

　
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
検
討
業
務
委
託
料

　
１
２
５
０
万
円
を
計
上

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・  

事
業
勘
定
に
４
９
６
５
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
７
億
７
５
５
０
万
８

　
千
円

・  

直
営
診
療
施
設
勘
定
に
１
４
０
万
６

　
千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
３
４
７

一
般
質
問

補
正
予
算

上山 明美議
員

12月
定例会

村議会だより

平
成
29
年
第
８
回
定
例
村
議
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
４
日
間(

９
、
10
日
は
休
会)

の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。
８
日
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
上
山
明
美
議
員
、
大
森
一
議
員
、
佐
々
木
芳
利
議
員
、
菊
地
大

議
員
、
中
村
勝
明
議
員
の
５
人
が
、
当
面
す
る
村
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
11
日
は
議
案
の
審

議
を
行
い
、
議
案
15
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
同
意
案
３
件
、
議
員
に
よ

る
発
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　

編
集
・
広
報
編
集
委
員
会(

委
員
長
・
菊
地
大
議
員)

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
８
１
０
４
万
１
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
５
８
億
９
２
５
６
万
１
千
円
に

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

針
で
あ
る
。
ま
た
、
施
策
の
眼
目
で
あ

る
が
、
諸
計
画
を
掲
げ
た
政
策
を
旗
印

だ
け
に
す
る
こ
と
な
く
、
前
に
進
め
る

た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
明

確
に
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
効
果
と

効
率
を
明
確
に
し
、
政
策
に
メ
リ
ハ
リ

を
持
た
せ
る
こ
と
、
慣
例
踏
襲
意
識
か

ら
脱
皮
す
る
こ
と
な
ど
の
基
本
方
針
を

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
来
年
度
は
震

災
復
興
事
業
の
完
遂
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
先
の
将

来
を
見
据
え
た
価
値
創
造
の
村
づ
く
り

に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最

大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
創
生
の
た
め
の
予
算
獲
得
に
お
い

て
は
、
Ｃ
Ｆ
（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
）、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ
へ
の
転

換
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
多
角
的
で

多
様
性
を
持
っ
た
財
源
確
保
に
努
め
て

参
り
た
い
。

【
質
問
】
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
放
流
後
の
資

源
管
理
の
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
ア
ワ
ビ
の
不
漁
は
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
津
波
に
よ
る
天
然

資
源
の
減
少
や
震
災
後
の
放
流
稚
貝
数

の
減
、
海
水
温
が
高
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
餌
と
な
る
海
藻
類
の
不
足
、
ア
ワ
ビ

を
食
べ
る
マ
ダ
コ
の
豊
漁
が
原
因
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

ア
ワ
ビ
漁
へ
の
影
響
は
、
津
波
で
殻
長

３
セ
ン
チ
以
下
の
１
、
２
歳
の
稚
貝
が

大
量
死
し
た
こ
と
と
、
県
栽
培
漁
業
協

会
の
種
苗
施
設
が
被
災
し
、
放
流
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
漁
協
の
放
流
事
業
は
、
震
災

後
２
年
間
は
放
流
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
平
成
25
年
は
３
９
０
０
個
、

26
年
は
１
万
８
７
０
０
個
、
27
年
は

８
万
３
２
０
０
個
の
放
流
を
実
施
。
本

年
度
に
お
け
る
11
月
２
回
分
の
ア
ワ
ビ

の
水
揚
実
績
は
、
約
７
㌧
で
対
前
年
比

約
64
％
で
あ
る
。
村
は
ア
ワ
ビ
資
源
の

回
復
、
水
揚
げ
増
大
を
図
る
た
め
、
漁

協
が
実
施
す
る
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
放
流
事

業
に
対
し
、
ア
ワ
ビ
栽
培
漁
業
効
率
化

緊
急
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
、
平
成
28

〜
32
年
度
に
震
災
前
の
倍
以
上
と
な
る

各
年
20
万
個
の
放
流
を
実
施
・
計
画
し

て
お
り
、
内
訳
が
村
は
15
万
３
千
個
、

県
は
４
万
７
千
個
分
の
補
助
対
象
と
し
、

漁
協
負
担
・
漁
民
負
担
を
な
く
し
村
が

負
担
す
る
補
助
制
度
・
運
用
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
31
年
度
以
降
は
県
単
独
事

業
が
廃
止
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
支

援
策
に
つ
い
て
は
漁
家
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
基
本
に
要
検
討
す
る
考
え
で

あ
る
。
放
流
場
所
は
生
息
環
境
を
考
慮

し
、
村
の
全
海
区
の
比
較
的
海
藻
が
豊

富
な
浅
瀬
で
稚
貝
が
定
着
し
や
す
い
よ

う
に
潜
水
放
流
を
実
施
。
こ
の
点
、
漁

民
の
方
々
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や

参
考
に
す
べ
き
提
言
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
事
業
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
事
業
者
に
対
し
指
導
を

し
て
参
り
た
い
。

(

他
に
質
問
が
６
件
あ
り
ま
し
た
。)

　
９
万
５
千
円

● 
平
成
29
年
度
田
野
畑
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・ 

８
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億

　
９
６
６
０
万
８
千
円

● 

平
成
29
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算(
第
３
号)

・  

保
険
事
業
勘
定
に
１
６
２
万
３
千
円

　
を
追
加
し
、
総
額
５
億
２
３
９
３
万

　
３
千
円

　
・
工
事
請
負
契
約
金
額
…
２
億
７
５

　
　
４
０
万
円

　
・
受
注
者
…
富
士
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

●
田
野
畑
村
入
学
及
び
卒
業
祝
金
支
給

　

条
例

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
小
学
校

入
学
祝
金
、
中
学
校
入
学
祝
金
お
よ
び

中
学
校
卒
業
祝
金
を
支
給
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
。

● 

田
野
畑
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
袰
岩
敏
雄
教
育
長
が
平
成
29
年
12
月

31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
相
模
貞
一
氏
を
新
教
育
委
員
会

制
度
に
基
づ
く
村
教
育
長
と
し
て
適
任

と
認
め
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

大森 一議
員
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【
質
問
】
幹
部
職
員
の
年
度
途

中
に
お
け
る
退
職
は
非
常
に
残

念
で
あ
る
。
感
想
を
伺
い
た
い
。

【
村
長
】
同
様
の
質
問
を
９
月
定
例
会

で
受
け
て
お
り
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

村
民
の
た
め
と
い
う
視
点
、
村
民
の
負

託
に
応
え
る
行
政
運
営
を
図
る
視
点

に
お
い
て
、
経
験
豊
か
な
職
員
の
退
職

は
私
も
議
員
同
様
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

【
質
問
】
産
業
開
発
公
社
の
株
式
会
社

化
に
つ
い
て
、
進
行
状
況
と
株
式
会
社

化
の
め
ど
は
い
つ
か
伺
う
。

【
村
長
】
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
の
活

性
化
に
向
け
、
村
と
北
日
本
銀
行
が
平

成
27
年
12
月
に
締
結
し
た
連
携
協
力

に
関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
、
地
域
企
業

の
経
営
強
化
や
地
域
産
業
の
活
性
化

に
係
る
支
援
と
し
て
産
業
開
発
公
社

や
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
に
対
し
、
北
日
本
銀

行
お
よ
び
中
小
機
構
よ
り
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
受
け
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
も
産
業
開
発
公

社
の
改
革
は
利
益
追
求
で
き
る
体
質

作
り
と
し
て
、
乳
製
品
の
生
産
強
化
や

牧
場
経
営
を
含
め
た
一
体
改
革
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
一
般
社
団

法
人
か
ら
株
式
会
社
へ
の
変
革
に
よ
っ

て
、
従
業
員
の
意
識
改
革
は
も
と
よ
り

外
部
の
資
金
や
人
材
が
参
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

い
う
判
断
に
至
り
、
先
の
村
長
選
挙
で

は
自
身
の
公
約
と
し
て
挙
げ
村
民
の
皆

さ
ま
か
ら
は
ご
支
持
を
賜
っ
た
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。
今
後
は
当
事
者
の
み

な
ら
ず
、
村
内
外
の
有
識
者
な
ど
を
始

め
と
す
る
株
式
会
社
化
に
向
け
た
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
公
社
の
総
会
・
理

事
会
に
お
い
て
も
議
論
を
加
え
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
北
日

本
銀
行
お
よ
び
中
小
機
構
な
ど
か
ら
の

支
援
を
得
な
が
ら
、
変
革
へ
つ
な
が
る

経
営
方
針
と
事
業
戦
略
を
打
ち
出
し
て

い
く
た
め
の
牧
野
経
営
お
よ
び
乳
製
品

生
産
の
充
実
を
図
る
た
め
、
次
な
る
構

想
を
ま
と
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま

た
、
公
社
は
村
の
産
業
の
基
幹
的
存
在

で
あ
り
公
社
の
改
革
に
は
多
く
の
方
々

の
期
待
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
革

の
過
程
に
は
村
民
を
始
め
議
員
の
皆
さ

ま
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
と
情
報
開
示

に
努
め
て
参
り
た
い
。

(

他
に
質
問
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
仮
称
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ
構

想
の
具
体
的
な
構
想
は
ど
う
か
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
に
は
住
居
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
必
要
と
さ
れ
る
と
感
じ
る
が
考
え

は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
村
長
】
公
共
財
は
、
地
方
自
治
法
お

よ
び
諸
計
画
で
掲
げ
た
公
共
性
の
あ
る

公
民
活
動
の
充
実
、
民
間
で
は
不
可
能

な
事
業
な
ど
多
面
性
が
あ
る
が
、
適
切

な
事
業
計
画
と
財
政
管
理
や
公
共
施
設

な
ど
の
管
理
を
行
う
こ
と
を
念
頭
に
、

第
一
段
階
と
し
て
村
の
将
来
性
、
展
望
、

発
展
性
を
見
据
え
、
国
の
政
策
か
つ
村

民
の
意
向
を
踏
ま
え
利
用
を
考
慮
し
た

行
政
拠
点
の
役
場
庁
舎
建
設
の
位
置

や
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
優
遇
措
置
制

度
を
利
用
し
た
公
共
施
設
に
対
す
る
集

中
投
資
、
集
約
化
な
ど
を
見
据
え
た
一

定
の
指
標
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
国
に
よ
る

地
域
創
生
関
連
補
助
事
業
お
よ
び
行
財

政
優
遇
起
債
な
ど
は
、
今
か
ら
計
画
的

に
将
来
に
向
け
て
動
き
出
す
自
治
体
を

対
象
に
時
限
的
優
遇
措
置
を
設
け
て
い

る
。
そ
れ
と
は
相
対
的
に
今
か
ら
で
は

な
く
、
現
状
の
公
共
施
設
を
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
で
老
朽
化
に
伴
う
更
新
時

期
を
予
測
し
、
計
画
的
な
分
散
お
よ
び

集
中
投
資
を
行
う
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
（
各
道
路
、
上
下
水
道
、
施
設
な

ど
）
関
連
補
助
も
あ
る
。
こ
の
２
点
か

ら
も
今
後
補
助
な
ど
優
遇
措
置
は
、
あ

る
一
定
の
国
の
方
針
に
沿
う
村
と
し
て

の
計
画
的
、
計
画
性
の
関
連
が
な
け
れ

ば
個
別
の
新
規
・
拡
張
事
業
も
採
択
さ

れ
に
く
い
状
況
下
に
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
諸
計
画
を
作
成
し
た
だ
け
に

終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
実
行
に
移
す

た
め
の
「
仮
称
・
暮
ら
し
や
す
い
村
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
」
で
あ
り
、

役
場
庁
舎
建
設
を
含
め
た
公
共
財
の
あ

り
方
を
同
時
に
明
確
に
す
る
た
め
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。未
来
志
向
・

先
見
性
を
持
ち
、
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ

に
つ
な
が
る
村
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
将
来
的
に
効
果
的
な
公

共
施
設
配
置
、
道
路
網
の
ア
ク
セ
ス
整

備
、
上
下
水
道
の
維
持
・
区
域
拡
張
の

集
中
投
資
、
公
営
住
宅
建
設
の
指
標

や
、
村
民
の
定
住
移
住
、
村
外
か
ら
の

移
住
誘
致
、
福
祉
関
連
サ
ー
ビ
ス
機
能

性
、
産
業
促
進
な
ど
の
多
様
な
対
策
を

デ
ザ
イ
ン
的
に
目
に
見
え
る
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
表
す
こ
と
が
村
民
と
課
題
を
共

有
す
る
う
え
で
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
村
に
は
都
市
計
画
相
当
の
土
地

利
用
計
画
が
な
い
た
め
、
あ
る
場
所
で

修
繕
、
村
有
地
を
優
先
な
ど
の
観
点
で
、

公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
る
一
定
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
想
定
し
、
今
後
は
村
民
か
ら
は
利
用

し
や
す
い
、
行
政
は
管
理
し
や
す
い
な

ど
の
相
乗
効
果
を
期
待
で
き
る「
ま
ち
」

を
形
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
民
家
の
場
所
は

な
る
べ
く
上
下
水
道
区
域
ま
た
は
路
線

付
近
と
す
る
な
ど
、
利
用
料
金
や
上
下

水
道
施
設
維
持
費
な
ど
も
含
め
、
官
民

一
体
で
財
政
課
題
に
取
り
組
む
誘
導
や
、

高
齢
者
の
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の
整

備
か
ら
子
育
て
環
境
、
教
育
、
産
業
な

ど
観
点
も
多
様
で
あ
る
が
、
活
気
が
あ

り
健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る
村
な
ら

で
は
の
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
学
識

者
、
住
民
、
議
員
、
各
団
体
で
構
成
す

る
委
員
会
な
ど
の
住
民
代
表
な
ど
参
加

型
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会

の
運
営
設
置
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
、
村
民
と
課
題
を
共
有
し
、
現
状
の

課
題
か
ら
将
来
を
見
据
え
、
暮
ら
し
や

す
い
村
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
実
施
し
て

参
り
た
い
。

【
質
問
】
生
活
排
水
の
適
正
処
理
と
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

伺
う
。

【
村
長
】
村
に
お
け
る
生
活
排
水
の
適

正
処
理
は
、
県
の
汚
水
処
理
県
構
想
で

あ
る
「
い
わ
て
汚
水
処
理
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
計
画
に
基
づ
き
、
汚
水
処
理
の
普
及

促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
村
の

汚
水
処
理
整
備
計
画
は
、
羅
賀
・
島
越
・

切
牛
地
区
で
は
漁
業
集
落
排
水
施
設
整

備
に
よ
り
、
村
中
央
部
は
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
整
備
に
よ
る
。
そ
の
他

の
地
区
は
、
合
併
浄
化
槽
整
備
に
よ
る

汚
水
処
理
整
備
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
、

汚
水
処
理
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
そ
の
他
の
地
区
の
汚
水
処
理
整
備
は

個
人
型
に
よ
る
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

よ
り
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
平
成
４
年
３
月
に
制
定
し
た
村
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
き
、
現
在
ま
で
継
続
し
て
合
併

浄
化
槽
設
置
者
へ
の
助
成
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
生
活
排
水
の
適
正
処
理
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
な
ど
を

図
っ
て
参
り
た
い
。

(

他
に
質
問
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。)

【
質
問
】
国
保
税
に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
制
度
改
革
に
伴
い
、
県
が
先
月

公
表
し
た
国
保
税
の
標
準
保
険
税
額
の

全
県
試
算
結
果
に
つ
い
て
、
新
聞
報
道

で
は
本
村
の
１
人
当
た
り
の
年
額
は

９
万
８
３
１
１
円
で
、
28
年
度
と
の
比

較
は
２
万
８
６
７
０
円
の
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
こ
の
年
額
に
つ
い
て
補
足
す
る

と
、
保
険
料
で
賄
う
べ
き
金
額
を
単
純

に
被
保
険
者
数
で
割
っ
た
額
が
比
較
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
村
で
は
28
年
度

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
お
る
が
、
30
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
わ
な
い
よ
う
試
算
し

た
た
め
、
実
際
の
保
険
料
と
比
較
し
た

場
合
で
は
１
１
２
８
円
の
増
額
と
な
っ

12月
定例会

村議会だより

中村 勝明議
員

て
い
る
。
今
後
県
・
国
に
お
い
て
12
月

中
に
最
終
試
算
、
30
年
１
月
に
本
算
定

を
行
い
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
る
こ

と
か
ら
村
で
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、
30
年
度
の

保
険
税
率
に
つ
い
て
国
保
運
営
協
議
会

に
図
っ
て
参
り
た
い
。
次
に
国
保
税
の

滞
納
状
況
で
あ
る
が
、
本
年
度
納
期
到

来
分
の
納
付
率
は
96
・
０
％
で
、
未
納

者
は
30
人
。
28
年
度
は
98
・
４
％
、
27

年
度
は
99
・
５
％
、
26
年
度
以
前
は

99
・
５
〜
１
０
０
％
で
あ
る
。
今
後
も

納
付
率
１
０
０
％
と
な
る
よ
う
差
し
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
進
め
て
参
り
た

い
。
ま
た
、
国
保
短
期
被
保
険
者
証
の

交
付
状
況
は
現
在
21
人
で
あ
る
。

【
質
問
】
就
学
援
助
に
つ
い
て
伺
う
。

①
入
学
準
備
金
の
早
期
支
給
の
検
討
結

果
②
所
得
基
準
そ
の
も
の
の
引
き
上
げ

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
③
体
育
用

具
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
も
援
助
対
象
に

含
ま
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
入
学
準
備
金
で
あ
る
が
、

本
議
会
に
「
田
野
畑
村
入
学
及
び
卒

業
祝
金
支
給
条
例
」
を
上
程
し
て
い

る
。
こ
の
条
例
は
、
小
学
校
入
学
、
中

学
校
入
学
お
よ
び
中
学
校
卒
業
に
際
し

保
護
者
に
対
し
祝
金
を
支
給
す
る
も
の

で
あ
る
。
祝
金
と
い
う
名
称
と
し
て
い

る
が
、
入
学
な
ど
の
準
備
金
の
意
味
合

い
も
あ
る
こ
と
か
ら
直
近
の
３
月
に
支

給
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
条
例
に
よ
る
祝
金
を
支
給
し
た
場
合

に
は
、
就
学
援
助
費
支
給
規
程
に
よ
る

新
入
学
学
用
品
費
は
支
給
し
な
い
よ
う

規
定
を
改
正
す
る
予
定
で
あ
る
。
次
に
、

所
得
基
準
で
あ
る
が
、
要
保
護
認
定
に

係
る
生
活
保
護
の
基
準
額
に
乗
ず
る
係

数
は
本
村
で
は
「
１
・
０
」。
県
内
の
市

町
村
で
は
平
成
28
年
度
の
係
数
は「
１
・

０
か
ら
１
・
５
」
ま
で
で
あ
り
、
計
数

「
１
・
０
」
を
用
い
て
い
る
団
体
は
本
村

を
含
め
５
団
体
で
あ
る
。
今
後
は
他
市

町
村
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
係
数

の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た

い
。
次
に
、
支
給
費
目
で
あ
る
が
、
学

用
品
費
を
は
じ
め
10
の
費
目
に
よ
り
支

給
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ク
ラ
ブ
活
動

費
に
つ
い
て
は
費
目
を
設
定
し
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
と
し
て
支
給
し
て
い
る
。
体

育
用
具
費
に
つ
い
て
は
、
費
目
と
し
て

設
定
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

(

他
に
質
問
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。)

発
議
案

提
出
者
　
中
村
勝
明
議
員

賛
成
者
　
大
森
一
議
員

賛
成
者
　
畠
山
拓
雄
議
員

●
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名
し
、
国
会
が
批
准
す
る

事
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

最
終
日
の
12
月
11
日
、
追
加
議
案
と
し

て
議
員
に
よ
る
発
議
案
が
１
件
提
出
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

菊地 大議
員

佐々木 芳利議
員
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熊谷 透
とう

真
ま

くん（２歳０カ月）
諒さん・加緒理さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

　機関車トーマスや飛行機など乗り
物のおもちゃが大好きです。性格は、
やんちゃで明るく人懐つこい。この
まま元気に育ってね。

214

★仕事は？
　　田野畑観光タクシーで運転手をしています。
　　仕事では、お客さまとの会話を楽しみながら
　頑張っています。最近は、タイヤショップを始
　めました。
★趣味は？
　　車とバイクいじりです。
★休日は何をしていますか？
　　家事や育児を手伝うようにしています。
★今後、挑戦したいことは？
　　今後は、多くの人と関わりを持って、新しい
　分野にも挑戦したいと思っています。
★最後に一言お願いします！
　　昨年６月に田野畑村へ戻って来ました。まだ、
　知らない方も多いと思いますが、見掛けたら気
　軽に声を掛けてください。若い力を合わせて、
　村を盛り上げていきたいと思います。

街角インタビュー　がんばってます 176

村
長 

石
原 

弘 

の

   

村
長
コ
ラ
ム

41

○
無
火
災
継
続
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ

山崎 晴
せ い

矢
や

さん（27）＝明戸＝

　
１
月
７
日
、
消
防
団
出
初
め
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
消
防
団
員
と
女
性
消
防
協
力
隊
の
雄

姿
を
見
た
村
民
か
ら
、
次
の
よ
う
な
感
想
や
温

か
い
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
▼
時
折
吹
き
さ
ら
す
寒
風
に
も
負
け
な
い
、

威
風
堂
々
と
し
た
行
進
の
中
に
、
熱
い
消
防
団

魂
を
感
じ
た
▼
所
作
に
威
厳
が
漂
っ
て
い
て
感

動
し
た
▼
防
災
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う

気
概
が
前
面
に
出
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
―
な

ど
多
く
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
村
は
、
昨
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
、
無
火
災
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
平
成
５
年
に
達
成
し
て
以
来
、
24
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
無
火
災
継
続
日
数
は
、

５
０
０
日
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
録
は
、
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
た
消

防
団
の
日
頃
の
鍛
錬
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
団

員
や
女
性
消
防
協
力
隊
員
の
予
防
活
動
が
、
防

災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
り
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
す
。

　
無
火
災
の
継
続
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
深

さ
を
表
す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上

に
職
場
や
地
域
、
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
、
火
災
の
無
い
村

を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


